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 周知のように、中国には 56 の民族
m i n z u
、55 の少数民族





m i n z u
の一員であるモンゴル民族
m i n z u
の者であり、出身地は内モン
ゴル自治区である。幼時からモンゴル民族
m i n z u
実験小学校、モンゴル民族
m i n z u
中学校に学んで、さ
らに大学と修士は中央民族
m i n z u
大学モンゴル言語文学学部で修めた。 
幼いころから、農業を営む内モンゴル東北部の漢民族








m i n z u
大学は、少数民族
m i n z u
の幹部を養成するために 1950 年代に北京に作ら
れた大学である。中国の少数民族
m i n z u
には人気のある大学である。入学当初、大学生活の新鮮
さ以外に筆者が強く感じたことが三つがある。第一は、この大学には中国国内の各民族
m i n z u
の
学生が集まっていることである。まったく違う顔をしたウイグル民族
m i n z u
の学生がいる。また、
毎日頭巾を頭から取らない回民族
m i n z u
の女性の学生もいる。第二は、大学で民族
m i n z u
の文化活動が
さかんに開催されていることである。今日はウイグル民族
m i n z u
のグルバン節1があれば、明日は
モンゴル民族
m i n z u
のナーダム節2、という具合に、特色ある数々の民族
m i n z u
文化活動が盛大に行われ
ていた。第三は、学生たちの間には、中国では各個人が「民族
m i n z u
身分」と言われるものを持
ち、それぞれがどの民族
m i n z u
に属する者であるかが明確になっており、大学内でもその「民族
m i n z u
身
分」による区別が明瞭であることにも気付いた。さらに、モンゴル民族




m i n z u
の生活、伝統文化をわかっていないと嫌がられることもあった。こうした経験
があって、筆者は大学に入って初めて、民族




m i n z u
大学民族
m i n z u
学学部の授業や大学で頻繁に開催さ
れる民族
m i n z u
学関連の講座に参加しても、いったい民族




m i n z u
に関する研究を志すこととなった。 
                                                   
1 グルバン節とは「犠牲祭」の意味である。イスラム暦の 12 月 10 日に行う。 
2 ナーダムとはモンゴル語の nayadum である。意味は、遊び、娯楽である。今モンゴル民族
m i n z u
の伝統的な体育運動の節日と見なされている。伝統の宗教儀式オボ祭りから発展した。毎
年の 7月から 8月の間に行う。 
2 
当初、達斡爾民族
m i n z u
については知るところはほとんどなかった。その言語はモンゴル民族
m i n z u
の
言語と似ているというイメージしかなかった。筆者はただ単純に、民族
m i n z u
とは何であるか、
自分の民族
m i n z u
の文化を知らなかったら当該民族
m i n z u
の人ではないのか、といった程度の問題意識
で、2008 年 12 月から達斡爾民族
m i n z u
の居住地で達斡爾民族
m i n z u
の実態を観察する予備調査を行っ
て、この達斡爾民族
m i n z u
の研究に本格的に着手した。 
数度にわたる現地調査の結果、達斡爾民族
m i n z u
はもともと「ダフール人」、「ダフール・モン
ゴル人」、「蒙系人」と呼ばれたことがあったことを知った。筆者が調査した達斡爾民族
m i n z u
人
居住地域のうち、内モンゴル自治区ハイラル市のエヴェンキ族自治旗の南屯の達斡爾民族











m i n z u
文
化の活動を行っていることや、達斡爾民族




m i n z u
意識があるというイメージを持った。 
調査を通じて次第に感じられてきたのは、筆者が従来から持っていた、達斡爾民族
m i n z u
は昔
からあった民族
m i n z u
であるとのイメージが、自分の中で変わってきているということであった。
明白な歴史的事実から言うと、「達斡爾民族




m i n z u
の公的認定作業は「民族
m i n z u
識別工作」と呼ばれ、達斡爾民族
m i n z u
はこの結果としての「識別
された民族
m i n z u
」なのである。筆者の中で達斡爾民族
m i n z u
に対するイメージが変わりはじめたのは、
筆者が、彼ら達斡爾民族
m i n z u
とは「識別された民族
m i n z u
」であるということをはっきりと意識する
ようになったのがきっかけであった。従来の筆者の中にあった、民族




m i n z u
観を崩壊させた「識別された民族
m i n z u
」を
切り口に、達斡爾民族




m i n z u
と異なり、民族
m i n z u
識別工作の結果、民族
m i n z u
と認められた
民族
m i n z u
が、どのような依拠や根拠によって、どのようなプロセスによって民族
m i n z u
と認められた
のか。政府が行う作業の対象となった識別された側にはどのような動きがあったか。識別





m i n z u
はどのようなプロセスを経て形成されたか。彼らのアイデンティティにはどの
ような変化があったか。彼らの民族
m i n z u
としてのアイデンティティは何で支えられているか。
これらの問題を中国東北部の達斡爾民族








m i n z u
の形成を通じて伝統の一部が復旧され、また、新しい民族
m i n z u
伝統も作られる。 
第三は、一連の民族
m i n z u
工作を通じて達斡爾民族
m i n z u
の文化と民族




m i n z u
に対し、次のような見解が定着することを危
惧しているからに他ならない。すなわち、一見したところ“政府によって創られた民族
m i n z u
”
と見えてしまう「識別された民族
m i n z u
」が現れること、言い換えれば「“民族
m i n z u
の創造”行為」が
政府による民族
m i n z u
識別作業と不可分の関係にあるため、「識別された民族
m i n z u
」が、ともすれば「上
（＝政府）が作った民族
m i n z u
」である理解されてしまうことへの危惧である。本研究を通じ、
筆者は、識別された民族
m i n z u
の側も「“民族
m i n z u
の創造”行為」に積極的貢献を果たしたことを実証
しながら、中国における民族




















m i n z u
史研究の一大潮流をなしている「契丹起源説」になぞらえてい
るわけであるが、これだけをとっても、アンダーソンの想像の共同体理論を、達斡爾民族










2011 年までの間に『達斡爾資料集』を第 10 集も刊行している。これらは、達斡爾民族




m i n z u
の歴史、民俗、文学、言語”に関する研究成果の一大集成
である。これら“達斡爾民族
m i n z u
の”研究は、実は達斡爾民族
m i n z u
の識別後に始まった研究なので
ある。これらの、言うなれば“達斡爾民族
m i n z u
としての達斡爾民族
m i n z u
研究”は、その対象が民族
m i n z u
の
歴史にせよ、民族
m i n z u
の民俗にせよ、民族
m i n z u
の文学にせよ、民族
m i n z u
の言語にせよ、ほとんどが、達
斡爾民族










m i n z u
としての達斡爾民族
m i n z u
研究”になぞらえうる。筆者は達斡爾民族
m i n z u
の中にもこの伝統の創造が
存在していると考え、とくに本論文の第 2 章での考察の作業理論として用い、1956 年に識
別された達斡爾民族
m i n z u
の民族













































て絶対的人口の少ない 55 の少数民族、計 56 の民族を指す。三つ目は、漢民族以外の 55 の
少数民族のみを指す（シンジルト 2003：38）。このようにシンジルトは、中国で用いられ
ている民族
m i n z u  
には三つの指示内容があると述べている。 
中国の研究者は、中国の 56民族




m i n z u
は歴史的に存在したことを強調した研究である。このような研究にあ
っては、スターリンの民族理論6に基づいて、民族
m i n z u  
の形成は部落から発展されたものである
                                                   








m i n z u  
の概念も広義と狭義で分け、狭義の民族
m i n z u  
とはモンゴル民族
m i n z u  
とチ
ベット民族
m i n z u  
のような歴史的に実際に存在した内在的共同性を有する人々の共同体のことで
あり、広義の民族
m i n z u  
とは民族
m i n z u  
の中の一部分が歴史的に公認された、特定の国家、地域、共同
性がある民族


































m i n z u
である」（菅志翔 2006：48）という見解を示
している。これは、民族
m i n z u
識別活動と民族
m i n z u
自治政策が「識別された民族




m i n z u
論の現時点での到達点は、毛里の言う「第三のカテゴリー」、松





m i n z u
あるいは少数民族



















m i n z u
側が民族




m i n z u
呼称を受け取ったのだ、との理解を容易に惹起しはしまいか。識別された
民族
m i n z u
側の主体性を発見して行く過程で、このような毛里の見解は一定の障害となる。 
毛里の言うところに忠実に従えば、民族
m i n z u
識別作業は国民形成の作業であると考えること
になる。しかし、民族
m i n z u
識別作業の結果として生み出されるのは、識別された「民族
m i n z u
」であ
る。もう少し精緻にかつ論理的に言うならば「国民化するために識別された民族
m i n z u
」という
ことになる。「民族
m i n z u
統合」そのものを考察することになしに、直ちに「国民統合」に論を進
めるのは飛躍していると思われる。筆者は毛里の見解に「民族
m i n z u
統合」という観点を付け加
えて、「識別された民族
m i n z u
」とは「国民統合のための民族






m i n z u
であるとされたとき、その集団呼称に帰属意識をもっ
ていた人々は、新たに決められた民族
m i n z u
としてどのような帰属意識を持つのであろうか。と
りわけ、何らかの点で異なる要素を有していながらもひとつの大きな民族
m i n z u
を構成するとさ
れてきた集団や、その周囲に存在する複数の大きな民族
m i n z u
に分散させられていた諸集団の間
に何らかの共通点が見出された結果、ある時から独立した一個の民族




















m i n z u
の創造については特別の興味を持って考察の対象に
している。その検討は第 2 章の第 1 節の冒頭で詳しく行っている。 
近年、「満族」の形成に関する研究を行った劉正愛のように、中国の民族
m i n z u
形成に関して民族




m i n z u
識
別と識別後の「民族
m i n z u
の創造」を結びつけ、正確な民族（筆者の表記では民族






















m i n z u
と同様に国家によっ
て認定された結果民族


























m i n z u
は含まれない。この何群の新し
い研究は、筆者の目指す研究の方向や対象として扱った民族
m i n z u
の状況は異なってはいるが、
現代中国における少数民族
m i n z u
を“人口の多い少数民族
m i n z u
”と“人口の少ない少数民族




m i n z u
を「小少数民族
m i n z u
」として考えることである。な
ぜならば、達斡爾民族
m i n z u
の居住する地域においては、モンゴル民族
m i n z u
や満民族
m i n z u
という少数民族
m i n z u
に
比べ、達斡爾、オロチョン、エヴェンキの三つの民族
m i n z u
は“人口の少ない少数民族
m i n z u
”である
からであり、この“人口の少ない三つの少数民族
m i n z u
”を指す「三少民族
m i n z u
」という言い方が現
に存在しているからである。単なる少数民族
m i n z u
論ではとらえきれない対象をとらえるために、
小少数民族
m i n z u
という考え方は有効であると考える。この「小少数民族
m i n z u
」あるいは「三少民族
m i n z u
」




m i n z u
について 
最後に、本研究の対象であるダフール人/達斡爾民族




m i n z u
と呼ばれている民族
m i n z u
は、1950 年代に中国の政府が行った民族
m i n z u
識
別作業を通じて認定された民族




m i n z u
自治旗、扎蘭屯市達斡爾民族
m i n z u
自治郷、エヴェンキ民族
m i n z u
自治旗バヤンタラ達斡爾民族
m i n z u
郷、アロン旗の音河達斡爾エヴェン
キ民族
m i n z u
郷、黒龍江チチハル市梅里斯達斡爾民族
m i n z u
区の臥牛吐達斡爾民族
m i n z u
鎮、莽格吐達斡爾民族
m i n z u
郷、富拉爾基区杜爾門沁達斡爾民族
m i n z u
郷、富裕県友誼達斡爾満柯爾克孜民族
m i n z u
郷と塔哈満達斡
爾民族
m i n z u
郷、新疆ウイグル自治区塔城市阿西爾達斡爾民族
m i n z u
郷である（祁恵君・叢静 2006：19）。
これらのうち、内モンゴルのモリダワー達斡爾民族
m i n z u
自治旗、エヴェンキ民族









m i n z u
、とくに文字をも
たない少数民族
m i n z u
に普遍的に看取される漢語化の傾向は達斡爾民族
m i n z u
内にも見られる。 
達斡爾民族















m i n z u
識別以前のダフール人は清朝期から官吏を多く輩出した。また、20 世紀初頭のフル
ンボイル地方の政治活動において、ダフール人のエリートは中心的な役を果たした。大き
な事件と言えば、1912 年 1 月 15 日フルンボイルの副都統のダフール人の勝福（後の 114
頁参照）がフルンボイルの独立活動を公布したこと（蘇勇 1997：7051）、1917 年にダフ
ール人の郭道甫（メルセ）がフルンボイル青年会（後の 115 頁参照）を結成したこと、1936






                                                   
7 （http://www.stats.gov.cn/tjsj/pcsj/rkpc/6rp/indexch.htm）2013 年 1 月 3 日 国務院人

































m i n z u
と認定されて
いなかった）の歴史、経済、政治、家族、教育について考察を行った。『達斡爾族社会歴史
調査』（1985 年）は 1985 年で出版された書籍で、達斡爾民族
m i n z u
の経済、社会関係、生活習慣、
宗教信仰、文学芸術、体育の方面から検討を行った。 
 現在、特に 1956 年にダフール人が単一民族
m i n z u
と識別された後は、ダフール人研究は達斡爾
民族
m i n z u
研究になった。孟志東・恩和巴図・吴団英『達斡爾族研究』（1987 年）は、達斡爾民族




m i n z u
の歴史研究を、『達斡爾語話語材料』（恩和巴図 
内蒙古人民出版社 1985 年）や『達斡爾語和蒙古語』（恩和巴図 内蒙古人民出版社 1988
年）は達斡爾民族
m i n z u
の言語の研究を志向したものである。近年でも、『中国達斡爾族史話』（巴
図宝音、鄂景海 民族出版社 2005 年）という達斡爾民族





m i n z u
研究の第一人者である孟志東は、『中国達斡爾族民間故事選集』（孟志東 内蒙古文
化出版社 2007 年）と『中国達爾語韻文体文学作品選集』（上、下）（孟志東 内蒙古文化
出版社 2007 年）、『中国達斡爾族古籍彙要』（孟志東 内蒙古文化出版社 2007 年）を一
挙に発表し、達斡爾民族
m i n z u
の文学と文献の一大集成を成し遂げたばかりである。 
 最近では、ダフール人/達斡爾民族
m i n z u
と民族
m i n z u
識別工作に着目した研究が日本で発表された。
中国の民族




m i n z u
はモンゴル民族






















m i n z u
が完全な閉塞的状態にあったとは考えていない。達斡爾民族






















m i n z u
に関する研究は、主に、歴史、言語あるいは、達斡
爾民族
m i n z u
の生産生活と民俗、政治と絡めた政治学的研究であるが、民族
m i n z u
識別を切り口にして
ダフール人から達斡爾民族
m i n z u
までのアイデンティティの変遷、とりわけ、達斡爾民族






m i n z u
は太古
からあった民族
m i n z u
であるという観点を批判して、民族
m i n z u
とは想像され創造された人々の共同体
であるという定義を試みる。民族
m i n z u
の創造とは、日本の学者たちの提示した国民統合の為に
上から作ったという観点をも批判して、民族
m i n z u
の創造は上の政策の動き以外には、民族




m i n z u
論に対して、政府と民族




m i n z u
側の人々に対する貴重なインタビュー資料を通じて、
民族





















m i n z u
の識別について論じている。文
献研究とインタビューを通じて、主に 1953 年の達斡爾民族
m i n z u
の識別活動について研究を行っ
た。第 1 節は新中国成立後の民族
m i n z u
識別作業を概観し、第 2 節では達斡爾民族




m i n z u
の創造と民族
m i n z u
文化の創出を扱っている。主に、達斡爾民族
m i n z u
が認
定されたのち、民族
m i n z u
の呼称の認定、民族
m i n z u
史・民族
m i n z u
文化あるいは民族
m i n z u
文化活動が創出された
状況について検討を行う。第 1 節は達斡爾民族
m i n z u
の政治的創造、第 2 節は達斡爾民族
m i n z u
文化の
創出、第 3 節は達斡爾民族
m i n z u
文化の伝統化をそれぞれ扱う。 
第 3 章では、達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
としてのアイデンティティについて検討を行う。第 1 節
はダフール人のアイデンティティについて、第 2 節では達斡爾民族




















m i n z u
」と表記するのである。
したがって、少数民族は「少数民族
m i n z u
」と、「モンゴル民族」は「モンゴル民族
m i n z u
」と、そして
「達斡爾民族」は「達斡爾民族
m i n z u
」と記すことになる。一方、民族






m i n z u
の意味の多様性に鑑みると、本論文では仮説的に達斡爾
民族
m i n z u
という語を1956年以降の公定民族
m i n z u
としての「達斡爾民族





































第 1 章 達斡爾民族





m i n z u
問題”、とくに「“民族
m i n z u
”の創造」について研究するためには、1950
年代に行われた民族
m i n z u
識別工作の研究を前提としなければならない。なぜならば、現代中国
の“民族
m i n z u
問題”は1950年代の民族
m i n z u
識別工作の結果として存在することになったからである。 
黄光学と施聯朱は『中国的民族識別―56 個民族的来歴』（黄・施 2005）の中で、中国の民族
m i n z u
識別工作が行われたプロセスを系統的に言及した。本書は「中国は歴史的に多民族国家で
ある」（黄・施 2005：59）との観点をもっている。著者らは民族





m i n z u
識別工作のプロセスを詳細的
に紹介した民族













m i n z u
識別活動工作を通じて中国の民族
m i n z u
が形成されたことを
指摘している。また余志清も民族
m i n z u
識別工作について「民族




m i n z u
識別工作は新中国の政府によって行われた新しい作業であり、この作業
によって形成した民族
m i n z u
も新しいものであるという観点をもって考察を進めたいと思う。 
本論で着目する達斡爾民族
m i n z u
に代表される識別された民族
m i n z u
の視点に立って、民族
m i n z u
識別工作
の過程や、この作業が民族
m i n z u
の形成ならびにその民族





m i n z u
識別工作の発生と達斡爾民族
m i n z u
の識別、それに由来する“民族
m i n z u
問題”について論じている。第 1 節では、民族
m i n z u
形成の前提条件である民族
m i n z u
識別工作を大局
的に観察する。具体的には、民族
m i n z u
識別工作の起こり、民族
m i n z u
識別と認定のプロセス、認定の
基準について検討する。第 2 節では、達斡爾民族
m i n z u
の識別について、そのプロセスと民族




第 1 節 新中国における民族




m i n z u
がある。各少数民族
m i n z u
地方では民族
m i n z u
地域自治
政策を行っている。民族
m i n z u
地域自治とは国家の統一的指導の下で、各少数民族
m i n z u
が集まってい
る地方に自治機関を設立し、自治権を行使することである。新中国において、民族
m i n z u
地域自
治政策が初めて実施され、省8のレベルの民族
m i n z u
自治地域が成立した地方は今の内モンゴル自
治区である（李資源 2000：193）。この後、民族
m i n z u
地域自治政策の実施に伴い、2003 年まで
155 個の民族
m i n z u
自治地域が認定された。その内訳は自治区が 5、自治州が 30、自治県（旗）
が 120 となっている（羅・徐 2005：177-179）。 
 
1．民族
m i n z u
識別工作の開始の背景 
民族
m i n z u
地域自治政策の実施は、以下で検討する民族
m i n z u
識別工作の開始と直接的な関係がある。 
関連の先行研究では、中国の民族




m i n z u
の概念と識別工作のプロセスである。したがって、民族




m i n z u
識別工作以前にかかる新中国の民族





m i n z u
政策規定の提出 
新中国成立後の民族
m i n z u
政策の基礎と方針は、中国人民政治協商会議第一回全体会議（1949
年 9 月 29 日）が作った民族
m i n z u
に関する四つの規定と、第一回全体委員会第三回会議で周恩来
の提示した「民族
m i n z u
関係」（1951 年 10 月 23 日）という報告書であった。つまり、国家が少
数民族
m i n z u
に対する民族





m i n z u
9の一律平等、団結互助を実行する。帝国主義と
各民族
m i n z u
内部の人民の公の敵に反対し、中華人民共和国を各民族
m i n z u
の友愛の大家庭に
する。大民族
m i n z u
主義と狭隘民族
m i n z u
主義に反対し、各民族
m i n z u
間の差別、圧迫と民族




m i n z u
の居住地に、民族
m i n z u
地域自治を実行するべきである。民族
m i n z u
の居住地
の人口と地域の大きさに依って、各等級の民族
m i n z u
地域自治機関をそれぞれ樹立する。 
                                                   
8 中国の最も大きい行政単位。 
9 四つの規定には“民族
m i n z u
”ではなく“民族”と表記されているが、この“民族”は筆者の用
いる“民族
m i n z u
”と同じ意味であるので、本論文では“民族








m i n z u
は等しく自らの言語文字、民俗習慣を保持、あるいは改革す
る権利及び宗教信仰の自由がある。人民政府は、各少数民族
m i n z u
の政治、経済、文化、
教育を建設する事業を助けなければならない。 
 1951 年 10 月 23 日の中国人民政治協商会議第一回全体委員会第三回会議で、周恩来は
民族
m i n z u
関係という報告書を提出し、民族
m i n z u
区域自治の推進と民族




m i n z u
地域自治とは、各民族
m i n z u
が中国人民政治協商会議共同綱領10の基本精神と中央政府の統
一指導のもとに、少数民族
m i n z u
の大多数の人民の意志に従って、少数民族
m i n z u
自身が好む方法で、
その民族
m i n z u
の事務を管理することである（人民出版社編 1953：16）。つまり、中国の民族
m i n z u
地
域自治は、中国共産党の民族









m i n z u
の自治地域であるとは限らず、民族
m i n z u
の雑居地では、各民族
m i n z u
の人
民代表会議を通じ、民族




m i n z u
政策の概要である。実際、この民族
m i n z u
政策の実施が直接
的に民族




m i n z u
活動について 
上述した民族
m i n z u
政策の実施に伴い、中央政府は、民族
m i n z u
識別工作の前に、民族
m i n z u
政策を宣伝す
るため以下のような一連の民族
m i n z u
活動を行った。これら民族
m i n z u
活動の開催は各地の人々の民族




m i n z u
訪問団の派遣 
 1950 年 6 月から、中央政府は各少数民族
m i n z u
地方に訪問団を派遣した。主に中央人民政府と
毛沢東の全国の少数民族
m i n z u
に対する深い関心を伝達し、また人民政府協商会議で決定した共
同綱領の民族
m i n z u
政策を宣伝するためである（人民出版社編 1953：27）。中央民族
m i n z u
訪問団は西
南、西北、中南、東北地方と内モンゴル地域に派遣され、各地域で慰問と民族
m i n z u
政策を宣伝

























m i n z u
の状況と希望を伝える。 
③全国の各民族
m i n z u
が大団結し、中央の指示を聞く。 
④首都を参観し、各方面から少数民族













                                                   
11 このときには、まだ正式に民族










m i n z u
活動は、各地の代表の人々の「民族




m i n z u
になる」という強い希望を持って、民族
m i n z u
政策の宣伝と民族
m i n z u
になる努力を
行った。たとえば、当時は苗族に含まれていた今の土家民族
m i n z u
は元来から単一民族
m i n z u
であると
いう観点を招待会で最初に提出したのは、今の土家民族
m i n z u
の知識人田心桃である。このこと
について彭勃は「50 年代の土家民族
m i n z u
の識別の過程で、田心桃は大きな役割を果たした。民族
m i n z u
政策の宣伝にも多くの工作を行った」（彭勃 1997：18）と評価している。1950 年、田心桃
は中南部地域の少数民族
m i n z u
の代表として今回の招待に参加した。この招待の会で彼女は、自
らを、人々に認められている苗民族
m i n z u
ではなくて、また認定されていない土家民族





m i n z u
と認定されなかったが、1950 年から 7 年の時間をかけて、1957
年 3 月には単一民族
m i n z u
と認定された（彭勃 1997：20-25）。 
 土家民族
m i n z u
の場合、単一民族
m i n z u
と認定されるまでには長い時間を要したが、民族
m i n z u
として識別
される過程では、民族





m i n z u
地方で少数民族
m i n z u
幹部を養成
する民族
m i n z u
高校を設立し、少数民族
m i n z u
の貿易、教育、衛生に関する調査などの活動を行った。 
 以上に述べたような民族
m i n z u
政策の宣伝、民族
m i n z u
活動の展開に伴って、全国各地方のマイノリ
ティ・グループの中に少数民族
m i n z u
と認められようとする雰囲気が広がった。民族
m i n z u
識別が行わ
れる前に、すでに 400 ほどのマイノリティ・グループが民族
m i n z u
になるための申請を行った。
申請がこのような多数に及んだため、どのマイノリティ・グループを民族
m i n z u
として認めるか
という問題が起こった（黄・施 2005：104）。この、民族
m i n z u
になろうとして申請した 400 のマ
イノリティ・グループを民族
m i n z u
として識別するために、中央政府は各地に調査団を派遣して
以降、本格的な民族




m i n z u
識別工作 
中国の民族
m i n z u
工作の関係者は、民族




m i n z u
成分16と民族




                                                   
15 民族
m i n z u
グループのこと。 
16 民族




m i n z u
識別とはどのようなことを行ったのか。その行ったことの本質は何で
あるのか。以下では、民族
m i n z u
識別工作の開始にいたる状況、民族
m i n z u
識別工作プロセス、民族




m i n z u
識別工作について研究した余志清は、民族








m i n z u
政策の一つである民族
m i n z u
区域自治を実行するために、各地方がどの民族




m i n z u
平等の政策とむすび
つけるため、住民一人一人が自分の「民族















m i n z u
識別工作の開始にいたる状況について 
 上では、400 ぐらいのマイノリティ・グループが民族
m i n z u
になる申請をしたと述べたが、中国
の民族
m i n z u
識別工作の過程や結果は相当複雑であった。民族




m i n z u
のように、大きな民族
m i n z u
から離れて、単一民族
m i n z u
になるこ
とを希望したマイノリティ・グループがある17。また、納西民族
m i n z u
のように、大きな民族
m i n z u
に含
まれることを希望したマイノリティ・グループもある。納西民族
m i n z u
について言えば、納西民族
m i n z u
として識別された塩源と木里の人びとの中には、1952 年の時点で、自分たちは納西民族
m i n z u
よ
りも大きなモンゴル民族








m i n z u
の中には、少数民族
m i n z u
地方に移住した後、漢民族
m i n z u
18の特徴を持っているにもかか
                                                   
17 この希望については、第 2 節で詳述する。 
18 費は文中「漢族」と表記しているが、これは筆者の言う漢民族
m i n z u
の意味であるので、筆者
はここでは「漢民族




m i n z u
の名称にし、少数民族




m i n z u
地方に移住した漢民族
m i n z u
の中には、先に移住した漢民族
m i n z u
と後に移住した漢
民族
m i n z u
がある。先に移住した漢民族
m i n z u
は内陸に住んでいる漢民族
m i n z u
20と長く離れて暮らす中
で、言語や風俗、習慣が漢民族
m i n z u
と相違を見せるようになった。このため後に移住して
きた漢民族
m i n z u
に差別され、自分たちには漢民族
m i n z u
との間に区別があると意識するようにな
り、少数民族




m i n z u
は自分たちを漢民族
m i n z u
として区別されるのを嫌っていた。なぜなら、建
国前、ある民族
m i n z u
の一部エリートたちが、当時の政府によって、その他の少数民族








m i n z u
は他の地域に移動する過程で漢民族
m i n z u
と出会い、漢民族
m i n z u
の影響を強く受けた
ため言語が変化し、本来の民族
m i n z u
の特徴が消失した。経済面でも漢民族
m i n z u
に強く依存して
いたため、差別を受けていた。居住地域は漢民族
m i n z u
とは異なっており、「少数民族




m i n z u
だったグループで、基本的に民族




m i n z u
に別の名称で呼ばれたため、同時にいくつかの名
称で民族




m i n z u
集団がいくつかの違う地域に分布しているため、それぞれ近隣の民族









m i n z u
と同一名称で呼ばれたため、彼ら自身もその21民族
m i n z u
と同一民族




m i n z u
の内部において、自分たちが単一民族
m i n z u
であるか、または他の民族




                                                   
19 費は文中、「漢族」と「漢人」の概念を区別して使っていない。 
20 少数民族地域外に居住する漢民族
m i n z u
のこと。 
21 同一名称で呼ばれた民族





m i n z u
識別とは具体的にどのような作業を行ったのだろうか。 
1953～1956 年にかけて中央民族
m i n z u
事務委員会は各民族
m i n z u
を弁別するために調査団を各地に
派遣した（毛里 1998：61）。調査団の目的とは、「民族
m i n z u
識別は各民族
m i n z u
が少数民族
m i n z u
になるかあ
るいは単独の民族
m i n z u
と承認することを決めることではなく、民族
m i n z u
の特徴を各側面から研究し
て、資料と分析を提供し、すでに民族
m i n z u
名称を提出したグループを助けて少数民族
m i n z u
あるいは
単独の民族







m i n z u
識別工作の状況である。下の２）の冒頭部にも示したように、黄らは、民族




m i n z u
識別工作の直接的なきっかけとなったと見るならば、実質的な民族
m i n z u
識
別工作は 1953 年から始まったといえるのであり、それ以前の関連する出来事は、民族





m i n z u
識別工作のプロセス 
 上述したように黄らは、民族




m i n z u
識別の発端の段階（建国から 1954 年まで）。この時期は中央政府が
民族
m i n z u
政策を宣伝した段階である。この時期には 38 の民族







m i n z u
識別の高まりの段階（1954 年から 1964 年まで）。この段階では 15
民族




m i n z u
識別が防げられた段階（1965 年から 1978 年まで）。1965 年に珞巴
民族
m i n z u
が識別された。1966 年に始まった文化大革命により、民族




m i n z u
識別の回復段階（1978 年から 1990 年まで）。この時期は主に一部
分の人々の民族
m i n z u
出身について識別を行った。また、「○○民族
m i n z u
」と自称したグループ
があったが、これらグループについても弁別を行った。その結果、1979 年に基諾民族
m i n z u
が中国の最後の少数民族
m i n z u
として認定された。 
24 
そして 1987 年 2 月 10 日、当時の国家民族
m i n z u
事務委員会の副主任であった黄光学は「民族




m i n z u
事務委員会が形成された。1995年 5月 1日に国家民族
m i n z u
事務委員会、国務院第四回人口センサス指導小組、公安部は中国公民の民族
m i n z u
出自に関する
規定「（1995 年 5 月 1 日）（政）字[1990]217 号」を公布した（羅・徐 2005：62）。この規
定の第一条では、公民の民族
m i n z u
出自を確認する時、国家により認定された民族
m i n z u
の名称を基準
とし、誰であっても国家が認定しなかった民族
m i n z u
名称を使って民族
m i n z u
の出自を表わすことを禁
止することが定められた。つまり、基本的に完成した民族
m i n z u
識別工作によって定められた民族
m i n z u
名称しか使ってはならないということになった。このようにして、中国の 56民族
m i n z u
、55 少数
民族




m i n z u
識別工作の基準について 
民族
m i n z u
識別工作は 1950年代から 1990年代まで行われ、その結果、56の民族
m i n z u
が識別された。
では、これら民族
m i n z u
を識別するときの基準は何であるかといえば、民族
m i n z u
識別工作の関係者に
よれば、民族
m i n z u
特徴と民族
m i n z u
意願22である（黄・施 2005：81）。56 の民族
m i n z u
は新中国成立後に科
学的調査と識別を通じて中央政府によって認定された、政治地位がある23民族
m i n z u
であり、この
ように認定された民族
m i n z u
には漢民族
m i n z u
、チベット民族
m i n z u
、ウイグル民族
m i n z u
、モンゴル民族
m i n z u
のような
民族
m i n z u
がある一方、中国の民族
m i n z u
識別の基準に依拠して、歴史的根源、言語的状況、文化的特
徴、地域間関係および各グループの（民族
m i n z u
―筆者補）願望と民族
m i n z u
意識によって新しく確認
された民族
m i n z u
もある。下では、このような民族




m i n z u
特徴 
「民族
m i n z u
特徴」とは、共通の言語、共通の地域、共通の経済生活、共通の心理要素という
四つの特徴を指す。この基準について、余志清は、実際の民族










m i n z u
意願 
黄光学は「民族
m i n z u
意願」を以下のように定義している。民族
m i n z u
意願には、民族
m i n z u
意識と民族
m i n z u
願
望が含まれている。民族
m i n z u
意識とは、ある族体24のエリートと上層の人々を含んだ民衆の族体
                                                   
22 民族
m i n z u
意識と民族
m i n z u
願望を指す。下の（２）を参照。 
23 「政治地位がある民族
m i n z u
」とは、たとえば人民代表大会に民族








m i n z u
願望とは、自己の族
体は漢民族
m i n z u
でありたいのか、それとも少数民族
m i n z u
でありたいのか、もし少数民族
m i n z u
であれば、
単一民族
m i n z u
でありたいのか、それとも他の民族






m i n z u
識別工作には明確な標準があったが、余志清は具体的な事例
は示さずに、全ての場合が上で述べたような民族






m i n z u
として申請したが、少数民族
m i n z u
とは識別されなかった（黄・施 2005：185）。今でも、
穿青人は自らはっきりとした民族
m i n z u
特徴を持っていると自認している。この状況に対し中央
政府の公安部は、2003 年 8 月 28 日に［公治字（2003）118 号］公文書「関与貴州省 家
人和穿青人居民身分証項目填写内容填写問題的批復」で、“民族
m i n z u
団結と社会の安定を保護す
るため、 家人と穿青人はすでに少数民族
m i n z u
と見なされていた状況が続いて、民族




m i n z u
とは認定されなかっ
たのである。この場合、彼らには明らかな民族
m i n z u
特徴があり、強い民族
m i n z u
意願があったにも関
わらず、少数民族
m i n z u
として識別されなかったのである。つまり、民族
m i n z u
特徴や民族
m i n z u
意願が必ず
しも民族
m i n z u
識別の有力な標準にはならなかったものと考えられる。この点については、次の
部分で取り上げる達斡爾民族






m i n z u
政策を実施するために、民族
m i n z u
識別工作を行った。各地に民族
m i n z u
識別調査団を派遣して民族
m i n z u
識別を行った。筆者の見解では、この識別工作とは、ただ単に民族
m i n z u
識別調査団を派遣した
ことだけに限ったことではなく、民族
m i n z u
識別調査団を派遣する前段階があり、中央政府が民族
m i n z u
政策を宣伝するために中央民族
m i n z u
訪問団を派遣したり、各民族の代表団を北京での国慶節祝
賀行事に招待したりという作業を行っていた。中央政府はまた、民族
m i n z u
地方で少数民族
m i n z u
幹部
を養成する民族
m i n z u
高校を設立し、少数民族
m i n z u
の貿易、教育、衛生に関する調査などの活動を行
うことを通じて、民族
m i n z u
地方において民族
m i n z u
という雰囲気を作った。主に、これら活動を通じ
て、各エスニック・グループのエリートたちには民族
m i n z u
というイメージが作られ、彼らの思
想に影響したと考えられる。こうしたエスニック・グループのエリートたちに芽生えた民族
m i n z u
というイメージは、識別される側に「民族
m i n z u
になる」という「意願」の形成に一定の役割を
                                                   
25  家人、穿青人と書く、という意味。 
26 
果たしたことは想像に難くない。民族





m i n z u
の民族
m i n z u
識別について考察を行いたい。 
 





m i n z u
として識別する作業は 1953 年に開始され、民族




m i n z u
として識別されるべきであると認識し認識されるようになっ
た状況、この工作のプロセス、識別の基準を明らかにし、達斡爾民族






m i n z u
の識別までの動向 
ここではまず、達斡爾民族
m i n z u
の識別への動きはいつから始まったか、その際に中央政府側
の民族
m i n z u
政策による作業以外にダフール人側に何らかの動きがあったのか、という問いに沿
って、ダフール人が達斡爾民族




m i n z u
への初期の動向 
ダフール人は達斡爾民族









m i n z u
への動きが起こったのか。新中国の中央政府による一
連の民族
m i n z u
政策の宣伝が原因となってダフール人が単一民族



































m i n z u
であると強調することが、ダフール人幹部の中から発生したことに興味深く注





























m i n z u
となる過程の初期段階には、単一の民族
















m i n z u
工作の展開に伴って、上に引用した王鐸の回想に見えていたような
ダフール人幹部の中にあった単一民族
m i n z u
になるという願望は、1953 年の民族
m i n z u
識別工作開始以
前にかかる 1952 年 8 月に黒龍江省にチチハル市に「オニト28・ダフール族自治区」が成立
したことに、その具体的反映を見ることができる。 
新中国初期に存在した龍江県のチチハル市に位置するオニト区は、ダフール人が集中し
て居住するところであった。1952 年 8 月 3 日、当時の黒龍江省人民政府主席であった于毅
夫（漢族）は黒龍江省と龍江県とオニト区の調査団を率いて、「オニト・ダフール族自治区」
を成立させるための調査を行った（杜興毅 1999：40）。その後、「民族区域自治実施綱要」
（1952 年 8 月）に依拠して、黒龍江省共産党委員会と省政府の決定によって、チチハル市
のオニトで龍江県オニト達斡爾族自治区29が 1952 年 8 月 18 日に成立した（杜興毅 1999：
76）。これは、ダフール人の歴史上初めての人民政権であり（馬・劉 1989：287）、言い換
えれば、ダフール人の初めての行政機関であった。この人民政権について、1950 年代の資
料では「1952 年 8 月、黒龍江省人民政府は、ダフール人の要求で「龍江縣ダフール族自治
区」を成立させた」というように、ダフール人側の要求で「龍江縣ダフール族自治区」が
成立したことをはっきり記録している。しかし、1956 年に達斡爾民族
m i n z u
が正式に識別され、
                                                   
27 解放後、最も早く達呼爾地区で働いた人の一人。漢民族







m i n z u
の自治機関を所在させる自治地域を設定する必要が出てきたことに伴っ
て、1956 年 8 月に廃止された（何・敖 2007：517）。そして達斡爾民族
m i n z u
の自治機関は 1958
年に今のモリダワー達斡爾民族




m i n z u
識別前の動向にみるダフール人政治エリートの作用 
以上は、達斡爾民族
























m i n z u
政策の方針を貫徹するために、中央ならびに各地方の政
府が民族




                                                   
30 傅は「瓜爾本設爾達呼爾族自治区」と表記している。1764 年に新疆に移住させられたダ
フール人（移住当時は「ソロン」という総称のもと「ダフール・ソロン」と呼ばれていた）
が居住していた塔城地区に、1954 年 3 月に成立し、1958 年に廃止された。なお本稿は中
国東北地方の達斡爾民族





















年の 10 月 1 日、孟希舜は達斡爾族の代表の身分で国慶の一周年の活動に参加した」（鉄林
嘎 1998：37）、「1952 年の 8 月、中央人民政府は少数民族





m i n z u
政策の宣伝とこれに続くであろう達斡爾民族




m i n z u
を識別する作業は 1953 年から始まった。具体的には、中央の民族
m i n z u
事務委員会
の指導で達斡爾民族
m i n z u
識別調査団を黒龍江省と内蒙古自治区フルンボイル盟のダフール人居
住地方に派遣して、識別調査活動を行った（黄・施 2005：147）。期間は 1953 年 8 月から
10 月の間であった。調査団は、中央民族









m i n z u
識別工作 
上でも述べたように、1950 年代の識別工作に関する文献資料は少ない。このときの調査





m i n z u
であると考え得る証拠を多く示している。以下、この文章
をもとに、達斡爾民族
m i n z u
の識別工作の状況を考察する。 
まず、傅の論文の目次を示そう。 




m i n z u
と達斡爾民族
m i n z u
の民族





 一 名称（2-4） 
 二 人口と分布（4-7） 
 三 歴史の由来 
  （１） 達呼爾




  （２） 達呼爾
ダ フ ー ル
人の歴史の由来に関するいくつかの古い説（8-10） 
  （３） 信頼できる達呼爾
ダ フ ー ル
人の歴史の発端（10-13） 
  （４） 十六、七世紀における達呼爾
ダ フ ー ル
人とモンゴル族の関係（13-15） 
弐 四点識別 
 一 言語（15-19） 
 二 地域（19-20） 
 三 経済生活（20-23） 
 四 社会文化心理状況（23-26） 
参 達呼爾
ダ フ ー ル
は一つの単一民族
m i n z u
として承認されるべきである 
 一 自願の原則（26-27） 
 二 達呼爾
ダ フ ー ル
を一つの単一民族




ダ フ ー ル
人は自分たちをモンゴル族の支族だと主張するのか（27-30） 
 以上の目次に見える項目は、傅が達斡爾民族





m i n z u
として識別できる要因と必要性について検討を行っているが、
特に、民族
m i n z u
識別の基準になる「民族
m i n z u
特徴」を構成する「共通の言語、共通の地域、共通の
経済生活、共通の心理要素33」という四点の特徴と民族









         モンゴル支語（内モンゴル人が用いる言葉） 
 モンゴル語族  達呼爾
ダ フ ー ル
語支語 
         土族語、東郷語（モンゴル支語との関係がまだ決まっていない） 




































m i n z u
識別調査団がダフール人の独自性を強調
するための調査を行ったことを示している。言い換えれば、ダフール人とモンゴル民族




m i n z u
として識別されるための根拠をなしたのであった。 
 次に、「参 達呼爾
ダ フ ー ル
は一つの単一民族
m i n z u
として承認されるべきである」の部分を見てみよう。
まず、「一 自願の原則」について考察する。すでに上述したが、民族
m i n z u
識別の重要な一つの
基準は、民族
m i n z u
として識別されようとしている側の人々が、単一民族
m i n z u
への「自願」、つまり自
らが単一民族
m i n z u
になりたいという「願望」を持っていることである。傅の論文には、ダフー
ル人の場合、調査の当時、黒龍江省と新疆36のダフール人は自ら単一民族
m i n z u
と考えていた。内
                                                   
35 筆者が用いた Сравнительная грамматика монгольского языка и халхаского 






m i n z u
になりたいという願望があった。一方
で、ハイラル地方のダフール人は自分をモンゴル民族
m i n z u
と考え、自らをモンゴル民族
m i n z u
である
と主張した人々が多くおり、ハイラル地方の南屯というところでは単一民族
m i n z u
と主張する人
とモンゴル民族
m i n z u
と主張する人が半分半分だった、と記されている（中央民族学院研究部編
1955：27）。以上から、当時は、ハイラル地方を除いた地方の大部分のダフール人が単一民族
m i n z u
になる希望を持っていたことが明らかにされていると言えるのである。 
次に「二 達呼爾
ダ フ ー ル
を一つの単一民族
m i n z u
として承認することが彼らの発展の前途に有利であ
る」の部分を見よう。この部分で傅は、ダフール人を単一民族








m i n z u
政策とは合わない（傅 1955：27）、と論じている。傅の言う「長
期間にわたる説得教育工作」で教育しなければならないことは、ダフール人が単一民族








ダ フ ー ル
人は自分たちをモンゴル民族







m i n z u
と主張している（傅 1955：28-30）、と分析している。 
以上から見ると、この調査団の主な作業とは、ダフール人とモンゴル民族
m i n z u
とを区別し、
ダフール人を単独の民族
m i n z u
として識別することであったことが非常にはっきりと見てとれる。
このことは、傅が論文の初めの部分で「達呼爾
ダ フ ー ル
人の言語、居住地域、社会文化心理状況は
漢族とは違う。漢族ではないと判断できる。主な問題は、彼らとモンゴル民族
m i n z u
との関係で
ある。モンゴル民族
m i n z u
の一支系であるか、単一民族
m i n z u
であるかという問題である。以下の資料
の整理もモンゴル民族


























m i n z u
とみなそうとした研究であると言えよう。さらに言うならば、傅
の論文は、調査団の調査成果だけではなく、民族
m i n z u
識別工作の基準である民族
m i n z u
特徴と民族

















m i n z u
人 女性 76 歳 モリダワー達斡爾族自治旗達斡爾学会員 
2011 年 7 月 15 日） 
筆者：先生、私は民族
m i n z u
識別のことや 1950 年代のことを知りたいです。1950 年代の時
には先生はアルラ39の小学校の先生でしたか？ 
OM：アルラ中心小学校でした。 
                                                   
38 この「達呼爾人は一つの独自〔「単一」〕の民族として承認されなければならない」を筆
者は「達呼爾
ダ フ ー ル
は一つの単一民族

































                                                   
40 OM 氏は漢語で「達斡爾人」と答えたので、ここでは「ダウール人」と訳した。OM 氏
がハングル（汗古爾）河にいた 1952 年の時点では、まだ達斡爾民族





43 OM 氏は漢語で「達斡爾族」と答えたので、ここでは「ダウール族」と訳した。 






m i n z u
と―筆者補）決められましたね。（達斡爾民族
m i n z u
と―筆者補）
決められたのち、1958 年にはモリダワー旗が（達斡爾民族




























m i n z u
と認めら
れました。こうして私たちのモンゴル語の授業も終わりました48。 
                                                   





m i n z u
識別以前のダフール
人たちは小学校でモンゴル語の授業を受けていたが、達斡爾民族



























m i n z u
工作の一斑にすでに触れていた孟希舜は、座談
会という民族
m i n z u
識別工作にもダフール人側を代表する人物として参加していたのである。彼
は、国慶節の式典招待に始まるダフール人が達斡爾民族






次に、同じく座談会に参加した N さんに対するインタビュー内容を示そう。 
 
（２）N さん（達斡爾民族
m i n z u
人 男 78 歳 モリダワー達斡爾族自治旗達斡爾学会員 2011






m i n z u
識別の状況はどうでしたか。 
N：国家は人々を組織して調査しました。教育に関して言えば、私たちは（民族
m i n z u
識別以
前は―筆者補）モンゴル民族




m i n z u
と言われるようになったのですか。 
N：いいえ、（1956 年以前は、自分の―筆者補）民族
m i n z u
名を言う時にはモンゴル民族















m i n z u
を何民族
m i n z u
と考えているのか、モ
ンゴル（民族
m i n z u
―筆者補）なのか、ダウール53（民族














                                                   
49 N 氏は漢語で「蒙古族」と答えた。これは筆者の定義では「モンゴル民族
m i n z u
」にあたる意
味なので「モンゴル民族
m i n z u
」と訳した。 
50 N 氏は漢語で「達斡爾」と答えたので、ここでは「ダウール」と訳した。 
51 N 氏は「あの時」と述べ、それが 19 何年のことであったかまでは明確に話さなかった。 
52 N 氏は漢語で「達斡爾人」と答えたので、ここでは「ダウール人」と訳した。 
53 N 氏は漢語で「達斡爾人」と答えたが、この時点では「達斡爾民族










m i n z u
について―筆者補）どのように考えていましたか。 
N：あの【しばらく考慮してから】（民衆は―筆者補）自分の民族
m i n z u
が何民族




m i n z u
と同じなのか、違うところは何かについて話しました。「私は何民族








m i n z u
識別の状況について他に何か知っていますか。 
N：1956 年以前の状況について言うと、私が従事していた教育方面では、（単一民族





























m i n z u
識別の当時は―筆者補）モンゴル民族
m i n z u
と統
一した民族
m i n z u
になるか、あるいは単一民族
m i n z u
になるかという考え方はしていなかった
です。ただ、自分の民族
m i n z u
がどのような民族
m i n z u
であるかということを確認したかった
のです。モンゴル民族
m i n z u
だったらモンゴル民族
m i n z u
、モンゴル民族
m i n z u
でなかったらモンゴ
                                                   
55 N 氏は漢語で「達斡爾族」と発言した。ここでは「ダウール族」と訳した。 
40 
ル民族
m i n z u
ではないです56。（達斡爾民族
m i n z u
は―筆者補）モンゴル民族
m i n z u
との違いが多く、
（その違いは―筆者補）大きいです。モンゴル民族

















m i n z u
であろ
うとも変わらずにただ生活するという考え方をする人が多いです。 
 以上の N さんの話からも、当時の民族
m i n z u
識別の実際状況に関する有益な情報を得ることが
できる。 
 まず N さんは、中央の調査団が重視した調査内容をはっきりと語っている。それはつま
り、モンゴル民族




m i n z u
識
別の二つの基準である「民族
m i n z u
特徴」と「民族
m i n z u
意願」のうち、共通の言語、共通の地域、共
通の経済生活、共通の心理要素という四つの特徴からなる「民族
m i n z u
特徴」に注意を払ってい
たことを示唆している。 
 上述したように、傅は、調査団が 1953 年の 8 月から 10 月までの二カ月間、調査を行っ
たと述べている（傅 1955：2）。しかし N さんは、1953 年から 1955 年の間には何度も調
査が行われた、と話している。管見の限り、このことが事実であるかについては、他の資








                                                   
56 「モンゴル民族
m i n z u
だったらモンゴル民族
m i n z u
、モンゴル民族
m i n z u
でなかったらモンゴル民族
m i n z u
ではな
いです。」とは、自分たちがモンゴル民族
m i n z u
であると確認されたら自分たちはモンゴル民族
m i n z u
で
あり、モンゴル民族
m i n z u
ではないと確認されたらモンゴル民族
m i n z u
ではない、という意味である。 
57 ダフール人がモンゴル民族
m i n z u
の一部となるか単一の民族




m i n z u
として識別するために、三年間もの時間をかけた丁寧な調査活動が
行われた可能性があることを、達斡爾民族





m i n z u
識別調査団を派遣した以外にも、各地に言語の調査
組を派遣した。フルンボイル地方には、1953 年 6 月 26 日から 9 月 21 日まで中国科学院語
言研究所、中央民族














m i n z u
として識別された
ならば、当時のモリダワー旗と黒龍江省のダフール人の生活は、民族







m i n z u
になるか単一民族
m i n z u
になるかという考え方はしておらず、
単に自分の民族
m i n z u
を確認したかっただけだ、と述べている。さらに、農民たちに至っては、
自分たちが何民族
m i n z u
であるかにはほとんど関心を持たなかった、とも述べている。このこと
から、自分は何民族
m i n z u
であろうか、自分たちは何民族






m i n z u
の識別過程で展開された調査活動は、ダフール人とモンゴル民族
m i n z u
とを区別し、
ダフール人を単独の民族
m i n z u
として識別するためになされたものであった。そして、民族
m i n z u
識別
の基準である「民族
m i n z u
特徴」と「民族
















m i n z u
特
徴」を明確にしようと、識別される側のダフール人から、モンゴル民族
m i n z u
とダフール人の異
同の在処を尋ねた。識別される側から参加した知識人の N さんは、モンゴル民族
m i n z u
になるか
単一民族
m i n z u
になるかという考え方はしておらず、単に自分の民族
m i n z u
を確認したかっただけであ
り、農民たちに至っては、自分たちが何民族




m i n z u
への「民族
m i n z u
意願」”は希薄であり、この状況は広範なダフール人大衆に
も当てはまることであろう。この“単一民族
m i n z u
への「民族















m i n z u
政策を実施するため、中国国内では民族
m i n z u
識別工作が行われた。
しかし、この作業が行われる以前、すでに中央政府は、一連の民族
m i n z u
政策を宣伝するため、
民族地域への中央民族
m i n z u
訪問団の派遣、北京での国慶節祝賀行事への民族
m i n z u
代表団招待といっ
た具体策に着手していた。また中央政府は、民族
m i n z u
地方で少数民族
m i n z u
幹部を養成するための民族
m i n z u
高校を設立し、少数民族
m i n z u
の貿易、教育、衛生に関して調査を行うなどの活動も展開させた。
そして、各少数民族の地方に民族
m i n z u
識別調査団を派遣し、民族
m i n z u
識別を行ったという経過があ
った。筆者は、民族




m i n z u
とはこのような民族
m i n z u
識別工作を通じて識別された一つの民族
m i n z u
である。達斡爾
民族
m i n z u
が識別される前はダフール人であった。達斡爾民族










m i n z u
とダフール人の違いを明確にしてダフール人を達斡爾民族
m i n z u
と識別するに足る「民族
m i n z u
特徴」であり、広範なダフール人一般大衆の中にある“単一民族
m i n z u
への「民族
m i n z u
意願」”は確認
しなかった。広範なダフール人一般大衆の中にあったのは、せいぜい、自分の民族
m i n z u
を確認
したいという意欲にしか過ぎなかった。この“単一民族
m i n z u
への「民族
m i n z u
意願」”を強く持ってい
たのは、幹部や政治エリートに限られていたのであった。このことは、民族
m i n z u
識別当時のダ
フール人における達斡爾民族
m i n z u
への意識の高揚は、決して大衆的な基盤を有していなかった
ことを意味する。この事実と、結果的には達斡爾民族
m i n z u
と識別されたもう一つの事実とは、
達斡爾民族



























第 2 章 達斡爾民族
m i n z u
の創造と民族










m i n z u  
と同じ「民族
m i n z u  
」
のレベルになった。この時から、どのようにして民族




m i n z u  
として識別された後の達斡爾民族
m i n z u  
の「存在状況」を以下の三つの側面か
ら把握する。本章の第 1 節では、達斡爾民族
m i n z u  
が政治的に創造されて存在している状況を論
じる。第 2 節では、達斡爾民族
m i n z u  
は自らの民族
m i n z u  
文化を創出しつつ存在している状況を論じる。
第 3 節では創造された民族
m i n z u  
文化の伝統化について論じる。 
 
第 1 節 達斡爾民族




m i n z u
」についていえば、1950 年
代の民族
m i n z u
識別工作後、中国の国家によって正式に識別された 56の民族
m i n z u
、55の少数民族




m i n z u
識別の問
題を扱っている（毛里 1998：55）。そして、明確に民族






















m i n z u
識別を通じて創造された民族










m i n z u
が現に存在するからで
あり、この、創造された民族




m i n z u  
はどのようにして民族
m i n z u  
となっているのか。識別され創造された達斡爾
民族
m i n z u
の人々が自分たちを民族
m i n z u
であると「想像」するその基礎は何であるか。また、これら民族
m i n z u
を構成している人々は民族
m i n z u
として存在するための要因が何であると理解しているかなどの
問題は、識別され創造された側からの民族








m i n z u
の政治的創造 
ここでいう「政治的創造」というのは、中国に国家による政治活動である民族
m i n z u
識別工作
によって行われた民族
m i n z u
の創造作業を指している。 
1956年 4月 1日、中央政府は「達斡爾族」を単一民族
m i n z u
として正式に批准した（鉄林嘎 1998：
41）。これ以降、ダフール人たちは達斡爾民族
m i n z u
という身分で中国の 56 の民族




m i n z u
識別の目的は、国家の民族
m i n z u
政策を実施するためである。民族
m i n z u
政策を実施される対象になった民族
m i n z u
は中国の民族
m i n z u
政策と規定を遵守する必要がある。では、
国家によって識別された民族
m i n z u
に対し、中央政府はどのような作業を行い、民族
m i n z u
側はこれを
どう受け取り何をしたのだろうか。そして民族





m i n z u
名称の認定 
余の研究によれば、民族
m i n z u
を識別して認定した際、民族
m i n z u
名称を決める場合には、ある民族




m i n z u
名称の認定の由来は様々であった。自称
に基づく例以外のいくつかの事例を示すと、たとえば、当該の民族
m i n z u
が居住していた場所の
名前に由来した場合があった。保安民族









m i n z u
がある。 
達斡爾民族
m i n z u
の場合、1950 年代の民族










ーなどと表記されている（暁敏 2008：3）。満州語では dakur、dagur、dahur の三種類が
ある（中央民族学院研究部編 1955：2）。モンゴル語では dagur である。ロシア語ではダウ
リヤ（Даурия―筆者補）、ダウール（Даур―筆者補）（池尻登 1949：4）と呼ば
れる。英語では Daur と表記している（暁敏 2008：3）。民族

















m i n z u
識別調査団の人に意見を提出した（中央民族学院研究部 1955：
2）。その後、1956 年 4 月になって、国務院がダフール人を単一民族
m i n z u
と識別した後に、漢字
表記を「達斡爾」に統一し、達呼爾（ダフール―筆者補）という表記は用いられなくなっ
                                                   
58 康熙六（1667）年説もある。傅・楊暘 1983：166。 
59 筆者が 2008 年にチチハル市フランエルギ区でインタビューした W 氏（達斡爾民族
m i n z u
 男 
71 歳 定年退職）の回答による。 
60 バトハンは漢字では「布特哈」と書かれる。 
47 
た（満都爾図 2007：13）。以上のような経緯を経て、中国の国家によって認定された 56 の
民族
m i n z u
の中の達斡爾民族
m i n z u
は、「達斡爾」という正式の民族




m i n z u
と識別されたことは、ダフール人にとって重要な意義をもった。
なぜならば、これ以降、彼らに認められた民族
m i n z u
名称の下で民族





m i n z u
の民族
m i n z u
自治地域の成立 
民族
m i n z u
識別を受けた後のもう一つの重要な行政作業は、当該の少数民族
m i n z u
が集中して居住し
ている場所に民族
m i n z u
自治地域を成立させることである。これは中央政府が民族
m i n z u
を管理するた
めに必要な措置である。民族
m i n z u
自治地域は自治区、自治州、自治県・旗と三つのレベルに分
けられ、自治の権利を有する（布赫 1989：26）。1956 年、達斡爾民族
m i n z u
が識別された後、1956
年 9 月にジャラントン61市達斡爾民族
m i n z u
郷、1956 年 12 月にアロン62旗音河達斡爾鄂温克民族
m i n z u
郷が作られた（満都爾図 2007：64-65）。しかし、民族
m i n z u
郷は上で言及した自治地方のレベル
には含まれず、これら地方には自治権はない。1958 年 8 月 15 日に、それまでのモリダワ
ー旗（1930 年代に成立し、1949 年にはバヤン63旗と合併した64）に「モリダワー達斡爾族
自治旗」が成立した。これは達斡爾民族
m i n z u
が自治権を行使する唯一の地方である。 
 民族
m i n z u
地域自治政策とは、中国共産党の国内問題を解決する基本政策である。また、中華
人民共和国の重要な政治制度でもある。基本的意味は、国家の統一的指導で、各少数民族



























郷など 6 つの郷（満都爾図 2007：57）がある。1996 年の統
計では、旗内には、達斡爾民族
m i n z u
29,014 人以外に 19民族
m i n z u
が居住しており、漢民族
m i n z u
261,190 人、








m i n z u
5,008 人、モンゴル民族
m i n z u
7,725 人、満民族
m i n z u
18,216 人、朝鮮民族
m i n z u
1,213、回民族
m i n z u
245
人、鄂倫春民族
m i n z u
317 人、錫伯民族
m i n z u
110 人、白民族
m i n z u
18 人、納西民族
m i n z u
1 人、苗民族
m i n z u
24 人、土家民族
m i n z u
6 人、佤民族
m i n z u
5 人、柯爾克孜民族
m i n z u
15 人、高山民族
m i n z u
3 人、黎民族
m i n z u
11 人、壮民族
m i n z u
16 人、景頗民族
m i n z u
2 人が居住している（卓仁・孟 2008：153）。2000 年の人口は 314,584 人である。モリダワ
ー達斡爾族自治旗とはいえ、漢民族
m i n z u
が人口の大半を占めており、達斡爾民族
m i n z u
は全人口の 9.5%
を占めるにすぎない（満都爾図 2007：57）。 
1956 年 4 月 22 日に中国共産党内モンゴル自治区委員会（以下、内モンゴル党委と略す）
が中央政府の同意を経て「達斡爾族の単一民族としての確立、及び重要な居住地での自治
機関の成立に関する指示」（鉄林嘎 1998：41）を発表して達斡爾民族




m i n z u
地域自治政策によれば、民族
m i n z u
自治の場所を選ぶ場合には、少数民族
m i n z u
が集中して居住
している場所が基礎になる（人民出版社 1953：83）。これに基づいて、達斡爾民族
m i n z u
人の居
住地である内モンゴルと黒龍江省、新疆ウイグル自治区の三つのうち、達斡爾民族
m i n z u
の人口
がもっとも多い内モンゴル自治区フルンボイル市のモリダワー旗に 1958 年 8 月 15 日に唯
一の達斡爾民族
m i n z u
の自治旗が成立した。 
しかし、単一民族
m i n z u
としての識別と自治旗成立の決定は 1956 年の 4 月であるが、上述した
扎蘭屯市達斡爾民族
m i n z u
郷とアロン旗音河達斡爾鄂温克民族
m i n z u
郷の二つの民族
m i n z u
郷の成立が1956年
の 9 月と 12 月、そして、今の達斡爾民族
m i n z u
の最高の自治地域であるモリダワー達斡爾族自治
旗が成立したのは 1958 年の 8 月であった。この間、約 2 年間の時間を要している。なぜこ
れほどの時間がかかったのかと言うと、当時、達斡爾民族









一部の党員が自治州を成立させるべきとの意見を提出した。1956 年 8 月 30 日に、内モン
ゴル党委は以上のフルンボイル盟委の提案に対してモリダワー旗に自治旗を成立させる方
案を添えて回答した。1956 年 9 月 10 日、布西区をニルギと改称して、同じ日に、モリダ
ワー旗委はフルンボイル盟委と内モンゴル党委から指示を仰いで、「モリダワー旗」を「バ
トハン達斡爾族自治旗」に変更した。1956 年 10 月 6 日に、フルンボイル盟委は内モンゴ
ル党委の指示を伝え、モリダワー旗の人民代表大会では自治旗の成立を公布しないことを
決定した。1956 年 10 月 29 日から 11 月 12 日の間に開催されたモリダワー旗の第二次人民
代表大会では、フルンボイル盟委に対して「達斡爾、ソロン民族の連合自治州の成立に関
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する提案」を提出することを通過させた。1957 年 8 月 1 日、モリダワー旗人民委員会は、
フルンボイル盟人民委員会に対して、モリダワー旗第二回人民委員会第四次会議で通過し
た「達斡爾族自治旗の成立の方案」の報告を送った。1957 年 12 月にフルンボイル盟で起
こった「整風運動」の過程で、達斡爾族区域自治問題について一部の達斡爾民族
m i n z u
幹部の民
族主義的傾向が批判された。1958 年 5 月 10 日から 13 日の間、モリダワー旗第三次人民代
表大会が開催され、「中国共産党内モンゴル自治区委員会が達斡爾族自治旗を設立すること
を支持する決議」を通過させた。1958 年 5 月 29 日に国務院は第七十七次全体大会を開催
し、モリダワー旗の行政区画を取り消して、ここに、達斡爾族自治旗を設立することを発
表した。1958 年 6 月 22 日にモリダワー旗委はモリダワー旗の行政区画を取り消す方案を
作成して、フルンボイル盟委、内モンゴル党委に報告し、あわせて、自治旗設立の計画委
員会を設立した。1958 年 7 月 16 日に内モンゴル人民委員会は、1958 年 8 月 15 日に正式










m i n z u
自治地域を成立させることとなった。この未完に終わ
った自治州設立のための行動は、達斡爾民族
m i n z u
が識別された後の達斡爾民族
m i n z u
の政治エリート
たちによる民族
m i n z u
創造のための初めての努力であると考えられる。 
自治州ではないにせよ、達斡爾民族
m i n z u
自治旗が成立したことは民族
m i n z u
にとって非常に意義が
ある。なぜならば、これ以降の達斡爾民族
m i n z u
は一定の自治権を行使できる自治地域を獲得し
たからである。また、後述するように、この自治地域が民族
m i n z u
のイベントの展開及び民族









m i n z u
にとっても重要な意味を持っている。民族幹部を
養成することは 1949 年から始まったが、1951 年に毛沢東は「民族地域自治と民族幹部の
養成は二つの重要な作業である」と指摘し、その重要性を強調した。1957 年、民族










m i n z u
政策を自治旗に深く浸透させ実施する
ためには、達斡爾民族
m i n z u
の各等級の行政体において民族
m i n z u
幹部を養成することは、達斡爾民族











m i n z u
68幹部の割合と全旗人口に
占める達斡爾民族











m i n z u
（％） 
1949 454 207 45.59 1947 30.2 
1950 554 199 35.92 1952 30.4 
1958 956 215 22.48 1958 22.4 
1965 896 261 29.12 1964 19.6 
1979 2869 904 31.50 1982 8.9 
1985 3077 684 22.22 1990 9.8 
1992 3216 994 30.90 1996 9.6 
（鉄林嘎 1998：655-696 により筆者作成） 
 
《表 1》からわかることをまとめよう。幹部について見ると、建国の 1949 年から 1965
年を除いて 1992 年に至るまで幹部総数は増加しており、達斡爾民族
m i n z u
幹部も 1950 年と 1985
年に減少したが、ほぼ横ばい状況にある。一方の全旗人口中に占める達斡爾民族
m i n z u
の人口は
1947 年以来一貫して減少している。つまり、少数化する一方の達斡爾民族
m i n z u
から多くの幹部
が出る傾向が強くなっているということを表している。1958 年から本格化した少数民族
m i n z u
幹
部の養成の成果が達斡爾民族
m i n z u
から出る幹部にも当てはまることが、その割合からも首肯し
うる。モリダワー達斡爾族自治旗が達斡爾民族
m i n z u
唯一の自治権がある自治地域であることか
ら考えても、比率上、達斡爾民族
m i n z u
幹部の割合が高いことは当然のことと言える。モリダワ
ー達斡爾族自治旗では、旗長は達斡爾民族
m i n z u
の幹部が担当する他、各自治旗に属する部門に
も達斡爾民族
m i n z u
幹部が配置された（莫力達瓦達斡爾族自治旗概況編纂組 1985：47）。 
こうして養成された達斡爾民族
m i n z u
幹部は、民族
m i n z u
側で国家の民族
m i n z u
政策の実施を担う役割を果
たし、達斡爾民族
m i n z u
文化の創出を推進してきている。このことについては、次の第二節で詳
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m i n z u
幹部の養成も、達斡爾民族











m i n z u
（人） 
男 女 計 達斡爾 他少数民族
m i n z u
 
1950 554 487 67 232 199 33 
1958 956 812 144 326 215 111 
1965 896   306 261 45 
1973 2431 1795 636 765   
1979 2869 2054 815 1117 904 213 
1985 3077 2124 953 1348 684 664 
1986 3160 2204 956 1354   
1992 3216 2121 1095 1354 994 360 
（鉄林嘎 1998：696 により筆者作成） 
 
《表 3》モリダワー達斡爾族自治旗幹部の基本状況表：文化程度・政治状況 











1950 5  12 281 256 97 153 304 
1958      332 248 376 
1965      315   
1973 238  653 1048 492 668 627 1136 
1979 145  1044 1403 277 1197 320 1352 
1985 263 1067 549 1118 80 1140 357 1580 
1986 303 1047 605 1135 70 1203 372 1585 
1992 533 1118 688 877     
（鉄林嘎 1998：696 により筆者作成） 
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-25 26-30 31-35 36-40 41-45 46-50 51-55 56-60 60- 
1950 263 279 12       
1958 334         
1965 68 207 230 181 97 48 42 18 5 
1973 195 776 863 446 97 54    
1979 307 894 921  581 128 38   
1985  810 1162 833  222 50   
1986 266 455 639  404 243 61 8  
1992 1053 395  542 377 144    
（鉄林嘎 1998：696 により筆者作成） 
 
2．1970、80 年代から現在までの達斡爾民族




m i n z u
の政治的創造は、1966 年から始まった「文化大
革命」の原因で一時停止したが、1970～80 年代から達斡爾民族
m i n z u
の政治的創造が復活し現在
まで続いている。この時期には国家の民族
m i n z u
政策の面ではどのような変化があったか。達斡
爾民族
m i n z u
の政治的創造にはどのような変化があったか。以下、1970 年代の末から現在までの
中央の政策による達斡爾民族




m i n z u
工作の復活 
「文化大革命」が原因して、1966 年から 1978 年までは民族
m i n z u
工作が全面的に停滞した。
1978 年末の中国共産党第十一期中央委員会第三回全体会議の開催後、民族
m i n z u
工作の「撥乱反
正（混乱をしずめて、正常な状況にもどすこと）」が行われ、民族
m i n z u
工作の重点が変化し始め
た。そして、1982 年の中国共産党第十二回全国代表大会以降、民族










m i n z u
工作で無理に押し付けた「罪」を覆す。 
1964 年、中国共産党中央統一戦線部は、当時の民族









1979 年 4 月 25 日、北京で全国辺境保護工作会議が開催された。会議では、辺境の保護
を強化することと中国共産党第十一期中央委員会第三回全体会議の提出した辺境の少数
民族
m i n z u
の経済を発展させる精神を徹底的に貫くことを宣伝した。 
 民族





m i n z u
工作の指導思想の混乱をしずめて、正常な状況にもどす。 
例えば、当時は少数民族
m i n z u
の特徴を尊敬しない、「民族






m i n z u
に関する誤り、
すなわち、民族
m i n z u
工作に従事した幹部に「罪」を着せたこと、各民族
m i n z u
地方の民族
m i n z u
幹部に対す
る批判、民族
m i n z u
工作の誤った指導思想、宗教の自由に対する誤った観念、これらを正しなが
ら、民族





m i n z u
工作の任務と重点の変化 
上述した、民族
m i n z u
工作の復旧の具体的な現れは、以下に示すような、中国共産党第十一期
中央委員会第三回全体会議後の新時期における民族
m i n z u
工作の展開の中に現れている。 
新時期の民族
m i n z u
工作の任務とは、毛沢東思想の旗を掲げ、新時期の重要な方針と重要な任
務を実施し、四つの基本原則を守り、共産党の民族
m i n z u
政策を実施して、民族
m i n z u
の団結を強め、
国家の統一を強固にして、境界少数民族
m i n z u
の地方の安定を守って、各少数民族




m i n z u
の経済発展と文化建設を助けて、共産党の意識が高い少数民族
m i n z u
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m i n z u
の居住地である。文化大革命時、この地方ではイスラ
ム教は封建的迷信と見なされ、回民族






m i n z u
を漢民族




m i n z u
工作の重点は民族
m i n z u
の経済と文化の建設である。これ以
外に、民族
m i n z u
幹部と各種専門技術を持つの養成も民族
m i n z u
工作の重点になった（李資源2000：411）。 
李資源によれば、少数民族




m i n z u
幹部の状況を民族
m i n z u
の発展のレベルを判断する重要な指標とした。 
② 少数民族
m i n z u
幹部の人数と素質の養成の両方面を向上させた。 
③ 中心となる少数民族








m i n z u
幹部
養成を民族
m i n z u
工作の重要な任務と見て、中・青年から各レベルの民族





m i n z u
地域自治制度の回復 




第 2 条 自治地方を自治区、自治州、自治県で分けること 
第 3 条 自治地域で成立した自治機関は国家の一級地方政治の権利を有する機関であ
ること 
第 6 条 自治地方では社会主義現代化を行うこと 
第 10 条 民族
m i n z u
言語と文字使用の自由、民族
m i n z u
文化を発展させること 
第 11 条 宗教信仰の自由などについて 
第 15 条 自治地方の自治機関は自治区、自治州、自治県の人民代表大会であること 
第 17 条 自治区の主席、自治州の州長、自治県の県長は民族
m i n z u
の公民が担当すること 
第 19 条 各民族
m i n z u
地方の人民代表大会は「自治条例」を制定すること 
第 22 条 民族
m i n z u
幹部を大量に養成すること 
第 36 条 民族
m i n z u
学校を設立すること 
第 38 条 民族
m i n z u
文化を発展させること 
第 41 条 民族
m i n z u
伝統の体育を発展させること 
以上の各条を挙げることができる。法律の規定では、民族
m i n z u
自治地方の自治機関は自主的に
当該地域の教育・科学・文化・衛生・体育を管理し、民族
m i n z u
文化遺産を保護・整理して、民族
m i n z u
55 
伝統文化を発展させ繁栄させることとされている。この法律では、民族
m i n z u
自治地方の民族












③ 1984 年の「中華人民共和国民族区域自治法」の公布から 1990 年までに 51 の民族
m i n z u
自治地方が成立した。 
 従来の民族
m i n z u
工作上の誤りを正した新時代の民族
m i n z u
工作は、総体的には以上のような内容で
あったと李資源は評価している。では、実際の民族
m i n z u
のレベルにおいては、以上のように総
体的に述べられる新時代の民族





m i n z u
の政治的創造の発展について 
 以上の民族
m i n z u
工作復旧を背景として、中国の一つの民族
m i n z u
になった達斡爾民族
m i n z u
にも新しい変
化があった。その変化は、達斡爾民族
m i n z u
にとっては、民族
m i n z u
としての発展であると筆者は考え
ている。以下の部分では、新時期の民族
m i n z u
工作に基づく達斡爾民族





m i n z u
地域における「自治条例」の制定 
1958 年以降、民族
m i n z u
自治地方の人民代表大会で地元の自治条例が次々に制定された（王豊







m i n z u
の創造に大きな影響を与えているのは、 
第十二条 自治旗の旗長は達斡爾民族
m i n z u
の公民が担当する。 
第十六条 達斡爾民族













m i n z u
幹部の養成は、1970 年代の民族
m i n z u
工作の重点移行の時に重要課題と
して提示されていたが、1990 年代においてもその重要性に変わりはなく、江沢民が全国民族
m i n z u
事務委員会主任会議の報告を聴取した際に「少数民族は民族工作の展開にとって重要であ
り、民族問題の処理に非常に重要である」（李資源 2000：488）と発言して、民族
m i n z u
幹部の重
要性を示し、その養成を提唱した。1983 年 7 月、国家民族
m i n z u
事務委員会、教育部、財政部が
各民族
m i n z u
大学における民族
m i n z u
幹部養成の通知を公布し、1984 年 5 月の第六期全国人民代表大会
第二次会議では、民族
m i n z u
地域の民族
m i n z u
機関は社会主義建設の要求によって大量の民族





m i n z u
幹部養成の規定が、モリダワー達斡爾族自治旗とチチハル市ムルス
達斡爾族区で具体的にどのように反映され、民族
m i n z u
幹部が養成されたかを見てみよう。 
達斡爾民族
m i n z u
の場合、1979 年当時のモリダワー達斡爾族自治旗の幹部は 2869 名、うち達
斡爾民族
m i n z u
幹部は 904 名であった。1985 年の幹部の総人数は 3077 名、うち達斡爾民族
m i n z u
幹部
は 684 名であった。1992 年の幹部は 3216 名、うち達斡爾民族
m i n z u
幹部は 994 名であった（鉄
林嘎 1998：697-698）。また、2008 年版『莫力達瓦達斡爾族自治旗志』では、2003 年に出
された「2003 年～2005 年莫力達瓦達斡爾族自治旗培養選抜少数民族年軽幹部計画」によっ
て、達斡爾民族
m i n z u
幹部を含む 13 名を旗内の工業会社でその会社の社員に施す訓練を受けた。
2004 年には 18 名の達斡爾民族
m i n z u
を含む少数民族
m i n z u
幹部を東北財経大学で文化教育の訓練を受
けさせ養成した（卓仁、孟大偉 2008：491）、と記録されているように、少数民族









m i n z u
幹部を配置した（舒景祥 2006：1）。 
少数民族
m i n z u
幹部の養成は少数民族
m i n z u
工作の展開に重要な意義がある。これら民族
m i n z u
幹部は当該
民族
m i n z u
のエリートであり、国家の民族
m i n z u
政策の実施、民族
m i n z u
側の人々の意見を中央へ提出するこ
となどにおいて、中央政府と民族
m i n z u
側の重要な「架け橋」として、民族
m i n z u
政策の宣伝と実施な
ど民族
m i n z u
工作の展開に重要な役割を果たしている。したがって、民族
m i n z u
幹部の養成は、民族
m i n z u
の
政治的創造に重要な意義があるともいえるのである。達斡爾民族
m i n z u
の場合も同じである。民族
m i n z u
識別以前のダフール人幹部は民族
m i n z u
識別時に重要な役割を果たしただけではなく、識別後の
達斡爾民族
m i n z u
幹部は民族






m i n z u
地域の認定 
1983 年、国務院が「民族
m i n z u
郷の回復と確立についての通知」（舒景祥 2006：2）を公布し、
以下の新しい達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
地域が認定された。 
①バヤンタラ（巴彦塔拉）達斡爾民族
m i n z u
郷：内モンゴル自治区フルンボイル市鄂温克自
治旗（1984 年 10 月 18 日） 
②オニト（臥牛吐）達斡爾族鎮：黒龍江省チチハル市（1984 年 4 月） 
③マングト（莽格吐）達斡爾民族郷：黒龍江省チチハル市（1984 年 4 月） 
④ドゥルメンチン（杜爾門沁）達斡爾族郷：黒龍江省チチハル市フランエルギ区（1984
年 4 月） 
⑤友誼達斡爾満族柯爾克孜族民族郷：黒龍江省富裕県（1984 年 12 月） 
⑥タハ（塔哈）満族達斡爾族民族郷：黒龍江省富裕県（1984 年 4 月） 
⑦坤河達斡爾族満族郷：黒龍江省黒河市（1984 年 9 月） 
⑧沿江満族達斡爾族郷：黒龍江省孫呉県（1988 年 12 月） 
⑨阿西爾達斡爾族郷：新疆ウイグル自治区塔城市（1984 年 11 月）である。 
以上の新しい民族
m i n z u
地域では、自治権を行使できなくても、民族
m i n z u
地域であるというだけで、
中央政府の民族
m i n z u
工作の展開、例えば、少数民族
m i n z u
優遇政策を実施するというような工作の展
開に有利である。また、下の第 2 節で詳述するように、達斡爾民族
m i n z u
の人々の民族
m i n z u
文化的活
動の開催や各達斡爾民族
m i n z u
地域の達斡爾民族
m i n z u
文化の交流を促進している点でも重要な意義が
ある。つまり、達斡爾民族
m i n z u
の地方を政治的に獲得したことは、達斡爾民族






m i n z u
として識別された後の民族





m i n z u
の名称を与え、民族
m i n z u
地域を成立させ、民族
m i n z u
幹部の養成が
行われた。1980 年代になると民族
m i n z u
政策の復旧に伴って、民族
m i n z u
自治条例を制定し、民族
m i n z u
幹部
の人数を増やして、新しい民族
m i n z u
地域も増やした。これらをたとえて言えば、国家が与えた
達斡爾民族
m i n z u
の実体的要素を納めるための「器」のようなものである。 
 
第 2 節 達斡爾民族
m i n z u
文化の創出について 
中国の各民族
m i n z u
は、その民族
m i n z u
名称によって人々にその存在を認識されるが、「民族




m i n z u
、
ウイグル民族
m i n z u
、チベット民族
m i n z u
、朝鮮民族
m i n z u
を主とした民族
m i n z u
が少数民族
m i n z u
の代表として、自分の
民族
m i n z u
の歌や舞踊とされるものを演じることがある。彼ら演じるそのような自分の民族




m i n z u
固有の歌と踊りであ
り、しかも当該民族
m i n z u
固有の伝統文化として認識し、当該民族












m i n z u
の文化を伝統文化と位置づけている部分が
あることがわかる。つまり、国務院というハイレベルの行政機関が少数民族





m i n z u
の伝
統食品である」（2009 年 2 月 11 日、チチハル市ムルス区の L さんの話）、「ボイコー75は達
斡爾民族
m i n z u
の伝統的スポーツである」（2009 年 1 月 30 日、ニルギ鎮の N さんの話）、「茅草屋
76は達斡爾民族
m i n z u
の伝統的な家屋である」（2009 年 2 月 11 日、チチハル市ムルス区の L さん
の話）との話しが聞かれたり、満州民族
m i n z u
の衣服と似ている女性の衣服を達斡爾民族
m i n z u
の女性
の伝統的衣服と紹介されたことがあった（2009 年 1 月 30 日、ニルギ鎮の O さんの話）。こ
れらのことは、達斡爾民族
m i n z u
人が自分たちの民族
m i n z u
の文化を伝統的なものであると認識し、そ
れを通じて、自分たちは達斡爾民族













                                                   
73 http://www.china.com.cn/ch-book/shaoshu/shaoshu4.htm（2013年4月 18日アクセス） 
74 ヨモギの一種。 

























m i n z u
識別活動
によって形成された民族
m i n z u
の「民族
m i n z u
文化」の創出とその伝統化、つまり「民族




m i n z u
識別を経て達斡爾民族







m i n z u
は「伝統を創出」しているのではないかと
見ることができるわけである。では、このような事実は達斡爾民族
m i n z u
にあったのだろうか。
この第 2 節では、達斡爾民族
m i n z u
が自らの民族





m i n z u
文化の創出 
 文化大革命以前、達斡爾民族
m i n z u
の文化創出に貢献したのは、学者たちと民族









m i n z u
識別活動に引き続いて、民族
m i n z u
と識別された人々の社会と歴史に関する
調査を実施した。1956 年、全国人民代表大会の常務委員会は当該民族
m i n z u
の学者を含めた学者
を派遣して、全国範囲で少数民族
m i n z u
に関する調査を行った。達斡爾民族
m i n z u
に関する調査は同年
12 月に行われ、調査組は主として達斡爾民族








m i n z u
事務委員会と中国科学院哲学社会科学部の指導下、中国
科学院民族
m i n z u
研究所、中央民族
m i n z u
学院と少数民族
m i n z u
地方の文化機関は、各少数民族
m i n z u
の簡史、少数
民族
m i n z u
簡志、民族
m i n z u
自治地方概況からなる一連の書籍を編纂するために、各少数民族




m i n z u
に関する調査は、1958 年 10 月に内モンゴル少数民族





m i n z u
に関する著作が次々に出版された。1962 年には、
内モンゴル少数民族






m i n z u
の調査は 1955 年に第五隊が担当した。 
このように、民族
m i n z u
識別工作ののち、各少数民族




m i n z u
固有の歴史、社会、文化を明確に定義する作業が行われていた
のである。では、達斡爾民族





m i n z u
文字の創出 
単一民族
m i n z u
と識別された後、民族
m i n z u
の言語を表記するための文字を有することは民族
m i n z u
の重要
な「標識」あるいは「民族
m i n z u
の特徴」になるとして、認定された民族
m i n z u
は民族
m i n z u
の文字を作る動
きを広範に展開した。1950 年代には、達斡爾民族


















第 1 章の第 2 節で述べたように、中央政府が訪問団、識別調査団を派遣した以外に、1955
年、中国科学院は少数民族
m i n z u
言語調査隊を組織して、少数民族
m i n z u
の言語について全面的な調査
を行った。ダフール地方で調査を行ったのは第五調査隊である。この調査に基づいて、次
の年の 1956 年 6 月、巴達栄嘎（バダロンガ）、拿木四来（ナムスライ）たちが統率して、民族
m i n z u
の言語、文法、語彙に関する資料収集と記録作業を行い、達斡爾語の言語の所属を明確に
し、これを基礎に『達斡爾文字方案』（草案）を作成した。1956 年 5 月には、フフホト市
でモンゴル言語科学討論会が開催された。主に内モンゴル、黒龍江、新疆の達斡爾民族















版した。また、1957 年 7 月、フフホトで一ヶ月程の達斡爾文字訓練班を開催した（孟志東、
恩和巴図、呉団英 1987：5）。同時に、新しい単語を加える計画と 5 年間で達斡爾民族




m i n z u
の文字は広範
には使用されなかったが、達斡爾民族
m i n z u
が民族
m i n z u
としての文化を作るための重要な作業の一つ
であったと評価してよいだろう。以上が、達斡爾民族
m i n z u
の文字が創出された状況である。こ
の、民族
m i n z u
文化の象徴ともいえる民族
m i n z u
の言語を表現するための文字を創出するために、主と
して達斡爾民族













m i n z u
にも
民族
m i n z u
が形成された歴史がなければならない。民族
m i n z u
識別を経て生まれた達斡爾民族
m i n z u
が自分た
ちの「民族












m i n z u
の起源出自の探求は、彼ら民族














m i n z u
でも満民族
m i n z u
でもない単一の民族
m i n z u
としての歴史を持たな
ければならない達斡爾民族
m i n z u
にとって、かつてあったダフール人の起源出自問題は、なおも
自らの「達斡爾民族
m i n z u
の歴史」を叙述する際の開頭に位置する大きな問題でもあった。「達斡
爾民族
m i n z u
」にとって、自らの起源出自を含む「達斡爾民族
m i n z u
の歴史」を明らかにすることは、
中国の一民族
m i n z u
として極めて重要な事柄であった。 
 達斡爾民族
m i n z u
が識別された後、達斡爾民族
m i n z u
の歴史の研究には、明確な一つの方向性が現れ
た。達斡爾民族
m i n z u
が歴史的に単一の集団であったことを強調するかのように、達斡爾民族






m i n z u
事務委員会、中央の指示を受けて調査団が組織され、少数民族









m i n z u
の社会」や「達斡爾民族




m i n z u
の歴史」を明示する役割を担った『達斡爾族簡史』の第一章では族称と族
源が扱われており、上に述べたような「単一の民族




m i n z u
が契丹の後裔であるか、モンゴルの分枝であるかという説の
討論に移行し、結局は「契丹の後裔」という観点を支持している。そして、達斡爾民族




m i n z u
が契丹の後裔という説は達斡爾民族




m i n z u
の歴史」は元や明の時代にまで遡らせることがで
きるようになり、「元明両代の達斡爾民族
m i n z u
」、「清代の達斡爾民族
m i n z u
」、「中華民国の達斡爾民族
m i n z u
」、
「偽満洲国時期の達斡爾民族
m i n z u
」、「解放戦争時期の達斡爾民族
m i n z u
」のような「各時代の達斡爾
民族
m i n z u
の歴史」が研究・叙述できるようになった（達斡爾族簡史編纂組 1986：1-2）。このよ
うな、長い歴史的時間にわたる通時的研究が可能となったことは、後の達斡爾民族
m i n z u
の歴史
に関する研究と叙述、言い換えれば、これまではモンゴル民族
m i n z u
の一分枝としてモンゴル民族
m i n z u
の歴史の中に組み込まれてしまっていたために十分に書かれることのなかった達斡爾民族




m i n z u
伝統の創出 
『達斡爾族社会歴史調査』（1985 年）では、1958 年に学者たちが、すでに達斡爾民族
m i n z u
と
なった人々が居住する各地での調査をまとめて、達斡爾民族




                                                   
77 『達斡爾族社会歴史調査』には、達斡爾民族
m i n z u
の「民族
m i n z u
歴史沿革」（内モンゴル自治区編纂
1985：13）という言葉が使われている。 
78 達斡爾語 hal。「姓」の意味（恩和巴図 1983：72）。 
79 達斡爾語 mokon。「族」「氏族」の意味（恩和巴図 1983：150）。hal の下位にある社会組
織名。 





m i n z u
識別後に突如としてできあがったわけではなく、識別以
前からダフール人の中にあったものである。これらの過去からあったものを「達斡爾民族
m i n z u
」
のものと位置づけたことで、「達斡爾民族




m i n z u
文化幹部による民族
m i n z u
文化活動 
 達斡爾民族
m i n z u
が居住する地方の政府の民族
m i n z u
文化幹部は民族
m i n z u
文化を宣伝する活動の傍らで、
当時の達斡爾民族
m i n z u
の間にすでに存在した文化とその担い手である民衆の発掘収集、そして
彼ら民衆による民族
m i n z u
文化の上演（表出）を組織し実施した。学者たちの研究調査活動の成
果は書籍や論文などの形で現れたのに対し、政府が行った民族









m i n z u
が識別
された後、図書館や文化館などのモリダワー旗の文化諸機関は専門の民族
m i n z u
文化幹部を養成
して民族
m i n z u
文化活動を展開した。 
1995年、10人の達斡爾民族
m i n z u
人は内モンゴル自治区で開催された第一回民族民間音楽、舞
踊、劇の観摩大会で達斡爾民族
m i n z u
の舞踊「布谷鳥」と木庫蓮85を演じた（鉄林嘎 1998：948）。
1957 年 5 月、フフホトで開催された自治区成立十周年大会において、公的機関に勤める達
斡爾民族
m i n z u
の職員と幹部たちが組織した「‘貝闊’隊」が boikoo86を上演した。また、1963
年 12 月に公的機関に勤める達斡爾民族
m i n z u
の職員はアマチュア台詞劇「巴騰保」を制作して、
達斡爾語で演じた。1965 年 2 月、旗の烏蘭牧騎87の隊員である烏嫩斉、孟義花、王玉英、
烏雲、塔娜、馮金英たちが達斡爾民族
m i n z u
の身分で全国巡回公演に参加し、同年 12 月には北京
で毛沢東、朱徳、周恩来と面会した（鉄林嘎 1998：43-48）。さらに 1963 年 8 月には、自
                                                   
81 上の注 73 参照。ホッケーに似た球技。 
82 達斡爾語 mood tatbei。対面して座った二人が一本の木を握って引き合う競技（満都爾図
2007：470）。 
83 達斡爾語 huju meljibei。対面して座った二人の首に輪状にした帯をかけ引き合う競技（満
都爾図 2007：470）。 
84 達斡爾語 bowo talibei。達斡爾将棋（満都爾図 2007：471-472）。 
85 達斡爾語 mukulien。「口琴」の意味（恩和巴図 1983：154）。 
86 上の注 73 参照。ホッケーに似た球技。 




m i n z u
芸術の展覧を行い、達斡爾民族
m i n z u
文化である哈尼卡88と刺繍の作品を展覧した（鉄林嘎 1998：949）。以上のような民族








m i n z u
、女性、76 歳、インタビュー当時はモリダワー達斡爾族自治旗達




OM：行いました。5 周年ごとの祝賀があり、15 周年の祝賀、25 周年の祝賀。10 周年
ごとにも祝賀があります。10 周年ごとのは大規模な祝賀、5 周年ごとのは中規模の












m i n z u
は自分の（民族








m i n z u
舞踊（魯日格楽―筆者注）はいつ始まりましたか？ 
OM：民族




m i n z u
舞踊の専門団体はありませんでした。民間では、ただ何人かのお婆ち
                                                   
88 達斡爾語 haniaakaa。「樺の樹皮で作った人形」の意味（恩和巴図 1983：73）。 
89 達斡爾語 lurgiel。達斡爾民族






OM：1958 年のことです。1963 年、自治旗成立 5 周年記念に（民族
m i n z u
舞踊の上演が―筆
者補）行われました。そのときは、達斡爾民族
m i n z u
の作曲家である通福さんを誘って歌
を歌いました。自分たち（達斡爾民族
































m i n z u
（文化―筆者補）に関する活動はいつから始まりましたか？ 
OM：民族
m i n z u
（文化―筆者補）に関する活動は 1955 年から始まりました。 
筆者：先生が（文教科に―筆者補）行った後ですか？ 



























た人でした。踊り（魯日格楽―筆者注）は 6 人、烏春は 2 人、（木庫蓮の―筆者補）









                                                   
92 達斡爾語 uqun, uqin。「詩歌」という意味である（恩和巴図 1983：221）。 














m i n z u
文化の創出は、達斡爾民族
m i n z u
の識別活動が終わる1956年以前にすでに行われていた、
言い換えれば、OM さんが 1955 年に所属したモリダワー旗文教科のダフール人関係者の側
が、達斡爾民族
m i n z u
として識別されることを見越して民族文化の創出に着手していたと考える
ことができる。したがって、達斡爾民族
m i n z u
の文化創出作業は、国家による民族




m i n z u
文化活動は少なく、1958 年の民族
m i n z u
自治旗成立祝賀活動で
も革命歌曲のような演目が主として上演されたような状況であった。このことから、民族




m i n z u
幹部が創出した民族
m i n z u
文化は、それまでのダフール人の民間文化をもとにして
作られたが、1963 年に自治旗成立 5 周年を迎える時には、達斡爾民族
m i n z u
出身の作曲家である
通福に依頼して達斡爾民族
m i n z u
の曲を作ったという。このことから見れば、民族
m i n z u
文化の創出は
OM さんのような民族
m i n z u
文化幹部の働きかけという形の民族
m i n z u
文化工作の展開によって次第に
発展したといえる。OM さんの言葉を借りれば、達斡爾民族
m i n z u
の文化は「次第に（民族




m i n z u
文化幹部による民族
m i n z u
文化工作の甲斐あって、彼らが田舎から発掘して
きた達斡爾民族
m i n z u
の民衆 9名が民族
m i n z u
文化活動に積極的に参加した事例からも明らかなように、
彼ら民衆は、民族
m i n z u
文化の表出という行為を実際に担った点で達斡爾民族




m i n z u
の民族
m i n z u
文化幹部と民衆相まって、文字通り「創・出」した
ことが明らかであり、これが達斡爾民族




2．1970 年代から 80 年代から現在までの達斡爾民族
m i n z u
文化の発展 
上の第 2 章の第 1 節で述べたように、文化大革命によって民族
m i n z u
工作は一時停止したが、
1970 年代から 80 年代になると、民族
m i n z u
工作の任務と重点が少数民族
m i n z u
の文化と経済を発展さ
せることへと移動したことに伴って、達斡爾民族
m i n z u
文化は新しい発展期に入った。発展期と
いうのは、1980 年代から現在までの時間を指す。1980 年、国家民族
m i n z u
事務委員会が「目下の
民族文化工作に対する意見」を提出して、民族
m i n z u
文化芸術の遺産の収集と整理ならびに民族
m i n z u
文
化芸術の理論研究工作を行う、ベテランの民族
m i n z u
歌手やベテランの民族





m i n z u
が民族
m i n z u
文化イベントを盛んに行ったことから達斡爾民族
m i n z u
文化も徐々に
人々に認識され始めた。2008 年の自治旗成立 50 周年に合わせて達斡爾民族
m i n z u
の各種の文化
体育活動が創出された。これら活動が活発に行われることに伴って、一部の新しい民族




m i n z u
文化発展政策の実施を背景に、民族
m i n z u
文化工作の積極化と民族
m i n z u
文化活動の数が
増加し、新しい民族
m i n z u
文化が創出され、それの普及が図られ、達斡爾民族




m i n z u
文化幹部ならびに民衆が果たす役割は依然として続いて
いたが、1970 年代から 80 年代には、これらに加えて、達斡爾民族
m i n z u
の各居住地で、民間団
体として、「達斡爾歴史言語文学学会」（以下、達斡爾学会、と略す）が成立し、達斡爾民族
m i n z u
文化に関する研究活動を推進し、現在では文化創出の重大な任務を担当している。以下で
は、学者たちの研究、民族
m i n z u
文化幹部ならびに民衆、達斡爾学会による民族





1970 年代から 80 年代の中国では、民族
m i n z u
政策の回復に伴って、少数民族
m i n z u
文化に関する研
究が盛んに行われた。達斡爾民族
m i n z u
の場合は、歴史に関する研究が盛んに行われた。1970 年
代は、中ソ論争に起因する中ソ間の対立が激化した時代だった。それを背景に、達斡爾民族
m i n z u
の歴史は、民族
m i n z u
識別を経て達斡爾民族










m i n z u
が中国の一少数民族
m i n z u
であるだけにとどまらず、
反ロシア闘争を戦った英雄的な中国の少数民族
m i n z u
であることを明らかにしようとしたもので
ある。また、1950 年代の調査に基づいて 1986 年に出版された『達斡爾族簡史』（達斡爾族
簡史編纂組 1986）に見るように民族
m i n z u
の通史を出版することも行われた。このような達斡爾
民族
m i n z u
史の確定作業は 2000 年に入って以降も続いており、『中国達斡爾族史話』（巴図宝音、
鄂景海 2005）が刊行されている。達斡爾民族
m i n z u
が中国の一少数民族であることを強く印象づ
けるような書名がつけられている。このように、中国の一少数民族




m i n z u
の言語と文学の研究も盛んになった。言語関係では、











爾族古籍彙要』（孟志東 2007）のような選集が 1979 年から最近に至るまで出版され続けて
いる。これら書籍にまとめられている文学作品のほとんどは、達斡爾民族




m i n z u
の伝統的な文学作品としての価値を与えた作業であった。 
また、達斡爾民族
m i n z u
の文字を創造する作業は 1956 年に一度取り組まれたが、1979 年にも
再び取り組まれた。この年、昆明で開かれた民族
m i n z u
科学討論会で、達斡爾、エヴェンキ、オ
ロンチョンのような固有の文字を持たない少数民族
m i n z u
のために文字を作る構想が浮上した。
北京で開催された少数民族
m i n z u
科学討論会で、内モンゴル大学の恩和巴図が達斡爾民族














m i n z u
自治旗の文化教育
科で働いていた L さん（達斡爾民族
m i n z u
、男性、75 歳、インタビュー当時はモリダワー達斡爾















m i n z u
の過去と現在の歴史と民族






m i n z u
だからです。黒龍江の北の地方を彼
ら（社会科学分野の人々―筆者注）は達斡爾民族
m i n z u
地方と呼びます。彼ら（社会科学
分野の人々―筆者注）は達斡爾民族
m i n z u
に注意を払っていました。（ロシアに反撃した達
斡爾民族










 以上のインタビューの内容から見れば、1970 年代から 80 年代は、学者以外に、文化芸
術の工作者も達斡爾民族









m i n z u
の文化がますます研究され伝播された。この研究と伝播の作業は達斡爾民族
m i n z u
文化自体の発展を示しているものと考えられる。なぜならば、これら作業の展開に伴って、
達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
文化とされるものが発見・認定され、あるいは傲蕾・一蘭のような架空
の女傑を作り出して、ほかの民族








m i n z u
文化の活動は、達斡爾民族
m i n z u
の唯一の自治権があるモリダワー達斡爾族自
治旗に集中している。1973 年、モリダワー達斡爾族自治旗の文教科が復活された。1981
年に文化局が成立した後には、ここが旗の文化に関することを管理した。1986 年 12 月 16
日には、北京の民族










m i n z u
の文化活動の開催を管
理しており、この中では文化館と文化站が主に民族
m i n z u
文化活動を行っている。文化站とは、
郷のレベルの文化機関で、主に郷の文化活動を管理する。モリダワー達斡爾民族
m i n z u
自治旗の
地方志の記録によれば、モリダワー達斡爾民族
m i n z u
自治旗政府の主催で、2001 年の 7 月 16 日
から 8 月 15 日までの一ヶ月間、「第一回民族文化芸術節」という活動がモリダワー達斡爾
族自治旗で開催された。烏春の上演、達斡爾語での演説コンテスト、達斡爾民族
m i n z u
衣装とア
クセサリーのコンテスト、民間手工芸品の展覧などの多様な民族





m i n z u
の民族
m i n z u
文化活動をあまり行わなかっ
たようである（鉄林嘎 1998：52－90；卓仁、孟大偉 2008：13－50）。しかし、2008 年の
自治旗成立 50 周年を祝うための民族
m i n z u
文化活動が開催されることに伴って、その活動が再び
活発になった。2010 年 6 月 18 日には中国の少数民族




m i n z u
歌謡」や「達斡爾民族
m i n z u
舞踊」という達斡爾民族
m i n z u
の文化を、達斡爾民族




催して「第一届中国モリダワーホッケーの祝日」（2010 年 8 月 6 日）という達斡爾民族
m i n z u
の
体育活動にちなんだ祝日があった。また、達斡爾民族
m i n z u
衣装を宣伝するための「達斡爾民族
m i n z u
衣
装とアクセサリーのデザインコンテスト」（第一届 2010 年 7 月 13 日、第二届 2011 年 6 月
27 日）のような活動も行われた。これら祝日やコンテストは、まったく新規に組織された
ものではあるが、ホッケーに似た boikoo という競技は達斡爾民族
m i n z u
が自らの伝統的スポーツ
であると自認する競技であり、2010 年と 2011 年のコンテストではともに達斡爾民族




m i n z u
の人々が集中している鎮や郷
が毎年持ち回りで「達斡爾族民間文化体育芸術の祝日」を行っている。筆者は 2010 年 7 月
21 日に哈達陽鎮で開催されたこの活動を見学した。魯日格楽、競馬、レスリング、扳棍、
頸力のような民族
m i n z u
の文化活動が開催されている。この活動は、夏ごろ達斡爾民族




ーチ及び歌謡コンテスト」（2010 年 9 月 26 日）という活動を行っていた。このような民族
m i n z u
                                                   




m i n z u
人の居住地で行われている。 
以上のような民族
m i n z u
文化に関わる活動が 1970、80 年代から現在まで、各行政単位の政府が
主催する形で行われている。これら活動を通じて、達斡爾民族




m i n z u
文化活動は達斡爾民族





m i n z u
教育97 
 達斡爾民族
m i n z u
文化の発展において、民族
m i n z u
教育も大きな役割を果たしている。たとえばモリ
ダワー達斡爾族自治旗には、民族
m i n z u
小学校 33 か所、民族
m i n z u
中学校 7 か所があり、民族
m i n z u
幼稚園は
1 か所ある（卓仁、孟大偉 2008：641）。これら民族
m i n z u
学校における民族
m i n z u
文化活動を通じ、学
生たちは多少とも民族
m i n z u
文化と接触することになっている。学生たちは自分自身が民族
m i n z u
文化
活動に参加することによって、彼らの民族
m i n z u
文化に対する認識を醸成している。 
 モリダワー達斡爾族自治旗の民族
m i n z u
中学校である達斡爾中学は、中国国内に存在する達斡
爾民族
m i n z u
を教育する学校の中では重要な学校である。なぜならば、この学校には達斡爾民族
m i n z u
の
学生たちが集中しており、しかも民族
m i n z u
文化活動が盛んに行われている。1981 年 7 月 14 日
創立の達斡爾中学は、達斡爾民族
m i n z u
の中学校という名称を得て成立した学校である。2005 年
の統計によれば全 2,493 名中、漢民族は 544 名（21.82％）のみで、残りの 1,949 名は少数
民族、うち達斡爾民族は 1,479 名で少数民族の 75.88％、全学生の 59.32％を占めている（卓
仁、孟大偉 2008：641）。漢民族住民が多数を占めるモリダワー達斡爾族自治旗にあって、
達斡爾民族




m i n z u
学生は、モリダワー達斡爾族自治旗
政府が開催している民族
m i n z u
文化活動において、達斡爾民族
m i n z u
の若者の代表として達斡爾民族
m i n z u
の
舞踊の上演に参加している。例えば、筆者が調査した「中国モリダワーホッケーの祝日」
（2010 年 8 月 6 日）では、達斡爾中学の学生たちが、達斡爾民族
m i n z u
の伝統的スポーツと言わ
れているホッケー競技に題材を得て創作された「ホッケー踊り」を踊ったのを目撃した。
また、毎年行われる斡包節98（2011 年 6 月 28 日）で民族
m i n z u
舞踊である「魯日格楽」をアレン

















m i n z u
の歴史や文化を学ぶ授業はない。民族
m i n z u
中学の達斡爾民族
m i n z u
学生は、この様な民族
m i n z u
文
化活動に参加することによって、自分たち民族
m i n z u
やその文化に関する認識を深めている。た
とえば、筆者のインタビューを受けた DU さん（達斡爾民族
m i n z u
、女性、29 歳、販売業、最終




















m i n z u
の伝統のことがわかりました。前は
わかりませんでした。（モリダワー達斡爾族自治―筆者補）旗の民族
m i n z u
文化活動はた
くさんあります。故郷にいるときには（民族








                                                                                                                                                     
随して行われる各種娯楽活動を合わせた総称でモリダワー達斡爾族自治旗で毎年の 6 月 28
日に行っている。詳しくは第 3 節の 3．の１）を参照。 
99 丁石慶によると、この学校では、達斡爾語でのスピーチコンテスト、達斡爾民族
m i n z u
の歌曲
コンテストなどの活動を通じて、民族





m i n z u
文化とはあまり接触したことがなかった。
モリダワー達斡爾族自治旗の達斡爾中学に入学し、そこを通じて旗政府の主催した民族
m i n z u
文
化活動に参加して初めて「民族
m i n z u
の伝統」のことがわかったと述べている。つまり、民族
m i n z u
中
学の達斡爾民族
m i n z u
学生は、各種民族
m i n z u
文化活動への参加を通じて民族






m i n z u
歴史文化施設とコメモレイション 
以上のような各級の政府によって行われた民族
m i n z u
文化活動と民族
m i n z u
教育以外、達斡爾民族








m i n z u
が居住する地方で博物館、公園、記念碑が建てられ始めた。モ
リダワー達斡爾族自治旗の達斡爾民族
m i n z u
博物館（1998 年 8 月 8 日）、チチハル市の達斡爾文
化展覧館（2000 年 6 月）、エヴェンキ自治旗南屯の巴彦塔拉達斡爾民族
m i n z u
博物館（2004 年 8
月）、モリダワー達斡爾族自治旗のシャマン博物館（2006 年 10 月）、モリダワー達斡爾族
自治旗の中国達斡爾民族
m i n z u
園（2003 年 8 月 15 日）がある。また、モリダワー達斡爾族自治
旗には、「達斡爾抗沙俄戦争無名記念碑」（1996 年 8 月 15 日）、「達斡爾族莫日登哈拉続修
族譜記念碑」（1998 年 6 月 2 日）がある。 
これら民族
m i n z u
の歴史や文化を展示する施設やその建設行為は、達斡爾の民族
m i n z u
文化の発展に
役割を果たす。なぜならば、これら施設やその建設は達斡爾民族
m i n z u
文化を展示し人々に達斡
爾民族
m i n z u
文化のイメージを与えるほか、民族
m i n z u
の輝かしい歴史を記念・顕彰している。このよ
うな中国の少数民族
m i n z u
文化のイメージ形成やコメモレイションは、達斡爾民族
m i n z u
の起源や根源
的民族
m i n z u
文化を規定・展示することを通じて、達斡爾民族
m i n z u
の歴史と文化の伝播に一定の役割
を果たし、中国内の少数民族である達斡爾民族







m i n z u
の蒙
和、巴達栄嘎、奥登掛、斯爾古楞、呼思楽、巴図宝音、孟志東、恩和巴図など八名が、民族
m i n z u
文化を発展させる基礎とし、達斡爾民族
m i n z u
の学者たちの研究工作を発展させようと、「達斡爾
歴史、言語、文学研究学会」の創設を、内モンゴル自治区共産党委員会に提案し、同委員




 2007 年現在、中国各地には 11 の達斡爾学会がある（満都爾図 2007：502-505）。具体的
には、内モンゴル自治区達斡爾学会（1980 年 4 月）、黒龍江省達斡爾学会（1984 年 8 月）
100、チチハル市達斡爾学会（1982 年 8 月）、フルンボイル盟達斡爾学会（1988 年 9 月）、
大興安嶺林区達斡爾学会（1990 年 10 月）、モリダワー達斡爾族自治旗達斡爾学会（1989
年）、ムルス区達斡爾学会（1997 年 2 月）、フランエルギ区達斡爾学会（1968 年 4 月）、富
裕県達斡爾学会（1987 年 3 月）、エヴェンキ族自治旗達斡爾学会（1990 年 10 月 18 日）、
満州里市達斡爾学会（2006 年 5 月 20 日）である。 
 全国各地の達斡爾学会は、毎年輪番で年次総会を担当して開催し、展開すべき民族
m i n z u
文化
工作について議論、決定する。1980 年の「内蒙古自治区達斡爾歴史言語文学学会」の成立
から筆者の調査した 2010 年までに計 10 回の年次総会を開催した。 
一つの事例として、モリダワー達斡爾族自治旗達斡爾学会の創立に関わった L さん（達
斡爾民族
m i n z u
、男性、75 歳、インタビュー当時はモリダワー達斡爾族自治旗達斡爾学会員。2011
年 7 月 15 日、学会事務室にて）は次のように語っている。 
 


















m i n z u
の文化や
歴史を宣伝し、民族






                                                   
100 1997 年、黒龍江省民族
m i n z u
事務委員会は「黒龍江省民族
m i n z u
研究学会」を成立させ、省内の各
少数民族
m i n z u
学会は全部これに統合された。黒龍江省の達斡爾学会の対外的名称は「黒龍江省
民族







m i n z u
の幹部たちが提起したのだった。彼らは、政府の行政機関の幹部と達斡爾学会の会員とい
う二つの「身分」を持っていた。当時、彼ら学会員の行っていた民族





m i n z u
の幹部たちである。 
また、モリダワー達斡爾族自治旗達斡爾学会は、達斡爾民族
m i n z u
の民族
















m i n z u
文化の発展と研究を目的として、フフホト在住の達斡爾
民族
m i n z u
の学者たちが成立した民間団体であった。一方、達斡爾民族
m i n z u
の地域の達斡爾学会は、
おおむねその地域の達斡爾民族
m i n z u
の現職・退職民族
m i n z u
幹部により組織され、理事長、副理事長、
秘書長、会員から構成されている。つまり、達斡爾民族
m i n z u
地域における現役の民族
m i n z u
幹部とか
つての民族
m i n z u
幹部たちが達斡爾学会を支えているのである。 
モリダワー達斡爾族自治旗達斡爾学会の第六回理事会構成人名リストを見れば、理事は
112 人、常務理事は 47 人である（楽志徳 2010：97）。常務理事のほとんどは、もともと政
府で働いていた民族
m i n z u
幹部である。理事の多数も行政機関で働いている現職の達斡爾民族




紹介した OM さんと L さんも、もとは政府機関で働いていた民族




m i n z u
文化に関わる学者や民族
m i n z u
幹部によって学会の必要性が提起され、
それをうけて実際に学会が設立される際には、達斡爾民族
m i n z u
地域の民族
m i n z u
幹部が尽力したとい
う成立の経緯をそのまま構造としているのである。また、底辺の会員の多くは退職した民族
m i n z u
幹部であるところから、各達斡爾民族
m i n z u
地域の達斡爾学会は、政治が民族










m i n z u
文化活動、『達斡爾資料集』、『達
斡爾論壇』の編纂と魯日格楽舞踊隊の組織などのような民族
m i n z u
文化活動を行っている。 
 すでに、各地域の達斡爾学会は達斡爾民族










内モンゴル達斡爾学会は「郭道甫101誕生 100 周年学術研討会」（1994 年）、「凌昇事件102六
十周年学術研討会」（1996 年）を開催した（満都爾図 2007：502）。 
 黒龍江省達斡爾学会は、「達斡爾族経済と社会発展」、「達斡爾族言語文字」、「解放戦争時
期の達斡爾族」、二十一世紀の達斡爾族の発展」、「達斡爾の初めての人民政権を祝う」のよ



























m i n z u
の人物で
あること、中国東北地方の経済・社会総体の中から「達斡爾民族
m i n z u
の経済」と「達斡爾民族
m i n z u
の
社会」を切り出してその輪郭を明確にすること、達斡爾民族
m i n z u
の言語と文字、現代中国成立
史上の重要時期における達斡爾民族
m i n z u
独自の働きなどを議論している。よって、このような
活動は、達斡爾民族
m i n z u
とその歴史ならびに歴史的役割、達斡爾民族
m i n z u
の文化の内容を明確化す
る働きを果たしたはずであり、達斡爾民族












m i n z u
に
関する研究まで広範囲に及んでいるが、民族
m i n z u
識別前のダフール人も達斡爾民族
m i n z u
として扱っ
ている。これによって 1956 年に識別された民族
m i n z u
の歴史的時間を広げ、研究や記述の対象を
大いに広げ、内容を豊かにすることに成功している。また、一少数民族




m i n z u
の歴史と文化を明ら
かにし、それを文字の形で示し伝えていると言う点で、これも達斡爾民族









包節」を 2001 年から毎年 6 月 28 日に開催している。チチハル市では「敖宝会」を二年に
一度 8 月 18 日に開催している（何文均、敖海林 2007：202）。 
また、チチハル市ムルス達斡爾族区、モリダワー達斡爾族自治旗、エヴェンキ族自治旗
南屯では、達斡爾民族




                                                                                                                                                     
の作曲家。1946 内蒙古東部区の文化工作団体で働いた。1949 年以降には、内モンゴルの歌
舞団で働いた。（満都爾図 2007：611） 
106 「敖宝会」の「敖宝」は「斡包節」の「斡包」と同じ意味。注 105 参照。 
80 
毎年の「小満」（中国の旧暦で毎年の 3、4 月の時、新暦の 5 月の時）の時に行われている
（何文均、敖海林 2007：202）。参加者は摘みたてのクムビルの料理を野外で食する他、民族
m i n z u
の文化芸術・体育活動が行われる。これにならうかのように、エヴェンキ族自治旗南屯で
も近年「昆米勒節」という名称で始められた（満都爾図 2007：264）。モリダワー達斡爾族
自治旗では初めて 2011 年に騰克鎮でクムビルの祭りが開催された。 
このような「民族
m i n z u
としての祭り」の創出は、政治的色彩の強い各地の達斡爾学会が実施
し、達斡爾民族
m i n z u
の民間信仰的習俗や食文化を民族












m i n z u
品格―対莫力
達瓦達斡爾学会成果思索」、楽志徳、娜日斯『達斡爾論壇』（中）内蒙古文化出版社）。そし
て、1996 年 8 月 15 日に建設された「達斡爾抗沙俄戦争無名記念碑」はモリダワー達斡爾
族自治旗達斡爾学会がその建設を請け負った（『達斡爾論文集』編輯委員会、全国少数民族
古籍整理研究会 2002：1171）。 
黒龍江省達斡爾族研究会理事長であった楊優臣は、2003 年 12 月に「少数民族











m i n z u
の歴史文化を記念する施設の建設を
地方政府に働きかける活動、建設事業そのものの実施、落成儀式と祭祀活動の実行などに













m i n z u
の民衆も達斡爾民族
m i n z u
文
化の告知、宣伝に加わり、民族









m i n z u
青年であり、その大部分が大学卒業生や大学在学中の者であ
る。彼らは、達斡爾民族
m i n z u
のニュース、経済、概況、風俗文化、民族
m i n z u
芸術、民族
m i n z u
研究などを
話題にコミュニケーションし文化交流を行っている。2013 年 5 月 24 日午後の時点では 12
項目の書き込みがあり、掲示板開設以来最多の書き込み数は 361 項目、最高参加者数は 108
人に上っている。 
一方、筆者の現地調査による限りでは、現在、達斡爾民族
m i n z u
の伝統的とされる文化活動に
参加するのは、主に達斡爾民族
m i n z u
の中高年（50 代から 70 代まで）のすでに退職した民衆であ
る。筆者がモリダワー達斡爾族自治旗での現地調査で実見した、民族
m i n z u
の伝統舞踊である魯
日格楽を踊っていた 12 人のうち 11 人は退職女性であった。この魯日格楽隊109に参加して
いる AF さん（63 歳・女・達斡爾民族
m i n z u
・モリダワー達斡爾族自治旗審計局を退職 AF さん










m i n z u
の伝統について何をしていますか？ 
AF：達斡爾人（達斡爾民族





m i n z u
の人という意味―筆者注）は新しい達斡爾人（達斡爾民族
m i n z u
の
人という意味―筆者注）で、昔の人は古い達斡爾人（達斡爾民族
m i n z u
の人という意味
―筆者注）で、私たちはその中間の達斡爾人（達斡爾民族
m i n z u
の人という意味―筆者
                                                   





AF さんは、新中国が成立した 1949 年生まれであるが、達斡爾民族
m i n z u
が単一民族
m i n z u
と識別さ
れ、自治旗が成立した当時は 9 歳であった。文化大革命が終わるころには 20 代に入ってい
たので、達斡爾民族




m i n z u
文化活動が少し多くなった、と述べている点である。AF さんの若い時期、
そして八十年代は、達斡爾民族
m i n z u
文化のひとつの発展期であると筆者は上で指摘したが、AF
さんは民族
m i n z u
の文化芸術に興味があって積極的に民族
m i n z u
文化活動に参加したという。つまり、
達斡爾民族
m i n z u
文化の発展期は AF さんの民族
m i n z u
の文化芸術に対する興味を確固たるものにし、
民族




m i n z u
の人による創出を経たものであることを証している。また、達斡爾民族
m i n z u
の文化として創出
されたものも AF さんのような民族




m i n z u
文化活
動の展開、各地の達斡爾学会の活動、民族教育、民衆の参与によって達斡爾民族
m i n z u
の文化は
発展期に入ったといえるだろう。特に、各地の達斡爾学会の成立は達斡爾の民族
m i n z u
文化の発
展に重要な意義を持っている。なぜならば、学会は達斡爾民族
m i n z u
文化の研究を促進したと同
時に、各地の達斡爾民族
m i n z u
文化の創出を促進したばかりでなく、学術集会開催を通じて各地
の達斡爾民族
m i n z u
文化の交流をも促進したからである。 
 
第 3 節 達斡爾民族




m i n z u
の創造、達斡爾民族
m i n z u
文化の創出と発展の状況を明らかにした。
つまり、1956 年、ダフール人は単一民族
m i n z u
と識別され、達斡爾という名称を獲得して民族
m i n z u
と
して創造され、自民族
m i n z u
の自治機関であるモリダワー達斡爾族自治旗が成立し、民族
m i n z u
の身分
で様々な民族
m i n z u
的文化活動を行うようになったのであった。そして、これらの状況が、後の
民族
m i n z u
文化の創出と発展に大きな役割を果たしたのであった。1950 年代から現在に至るまで
の 60年間に学者や知識人たちが行った研究と政府機関の民族
m i n z u
文化工作と民族
m i n z u
文化活動の展
開によって、達斡爾民族
m i n z u
文化が創出された。これは、学者や知識人、民族





m i n z u
の歴史、達斡爾民族
m i n z u
の文学、達斡爾民族
m i n z u
の祭典、達斡爾民族
m i n z u
の体育、
達斡爾民族
m i n z u
の食品、達斡爾民族




m i n z u
と緊密に関連づけられ、これらは今では達斡爾
民族
m i n z u
の文化・歴史のシンボルとなっているだけではなく、達斡爾民族
m i n z u
のイメージを示すも
のになっている。言い換えれば、達斡爾民族
m i n z u
の民族
















m i n z u
は民族




m i n z u
文化を、達斡爾民族
m i n z u
の伝
統的文化として位置づける行為、すなわち、創出した民族
m i n z u
文化の伝統化について考察する。
具体的には、現在、達斡爾民族
m i n z u
の文学、達斡爾民族
m i n z u
の祭典、達斡爾民族
m i n z u
の体育、達斡爾民族
m i n z u
の食品、達斡爾民族
m i n z u
の服装など、現在の達斡爾民族
m i n z u
文化を構築している民族
m i n z u
文化の諸要素
の事例を示す。そして、それらに対して、達斡爾民族
m i n z u
人が自らの民族
m i n z u
の伝統であると表明
している記述や証言を提示し、彼らが確かにそれを達斡爾民族





m i n z u
の歴史の構築 
 上述したように、達斡爾民族
m i n z u
の歴史に関する研究は 50 年代から始まったが、1995 年に
行われた達斡爾民族
m i n z u
の DNA の分析によって、達斡爾民族














m i n z u
が契丹の後裔であるとする説に新しい根拠が加わった。しか
し、この族源確定問題、つまり達斡爾民族
m i n z u
の出自を確定することは、達斡爾民族











m i n z u
であってモンゴル民族





m i n z u
人・女性・18 歳・高校生）、20 代の AHさん（達斡爾民族
m i n z u
人・
女性・29 歳・無職）、30 代の AD さん（達斡爾民族
m i n z u
人・女性・31 歳・販売）のような人々
と出会った。筆者は、達斡爾民族




m i n z u
人が自分を契丹の後裔であると強調する現象について、達斡爾
民族
m i n z u
の居住地に住んでいる漢民族
m i n z u
の X さん（男性・チチハル市人民代表大会政治協商会議




m i n z u
が居住する地の農村で働きましたが、彼ら
はすごく怠け者です。（中略）私は政府のリーダーと一緒に常に各民族





m i n z u
はモンゴル民族
m i n z u
の分枝であると聞いたことはありますか。 
X：彼らはモンゴル民族
m i n z u
の分枝ではありません。私があそこ（ハイラル地方―筆者注）
に行った経験では、実はモンゴル民族
m i n z u
、オロチョン民族
m i n z u
と彼ら（達斡爾民族
m i n z u
―筆
者注）はすべて鮮卑111族から分かれたのです。彼ら（達斡爾民族









                                                   
110 紀元前 21 世紀から紀元前 16 世紀頃の中国最古と伝承される王朝。『史記』など中国の









m i n z u
人・大








m i n z u
か」と質問しましたが、誰も何民族




m i n z u
なのかそれとも満民族










m i n z u
識別活動が行われた時、ダフール人は、自らが何民族
m i n z u
であるかや、自分たちの祖先をはっきり知らなかったことがわかる。しかし今の達斡爾民族
m i n z u
の若者たちは自らを「契丹の後裔」と言えるようになっている。また、上の第二節でも言
及したが、達斡爾民族
m i n z u
の歴史を元や明の時代にまで遡らせる達斡爾民族




m i n z u
の族源問題はまだ結論が出ていない。しかし、今では一部の達斡爾民族
m i n z u
の学者や達
斡爾民族
m i n z u
地方の幹部、及び一部民衆の中には、「契丹の後裔」であるとの認識が、とくに若
者たちの中に形成されている。こうして、達斡爾民族
m i n z u
は「民族





m i n z u
文化要素 
１）民族
m i n z u
の文学 
 ダフール人は固有の文字を持たない。現在までに整理された達斡爾民族
m i n z u
文学とは、1950
年代に行われた達斡爾民族
m i n z u
の学者を主とする学者たちが民間から収集した結果である。最
初は、中央と内モンゴル自治区の政府が組織して派遣した学者たちが研究を行った。その








m i n z u
の「伝統」であるとする認識が明確に見えている（奥登掛、呼恩楽 1991：1-3）。 
このウチュンとは、達斡爾民族





m i n z u
の文学史において叙事詩は一種の伝統的形態であり（満都爾
図 2007：432）、このウチュンを演じ唱う行為は達斡爾民族
m i n z u
の伝統的文化活動であるとされ
（卓仁・孟大偉 2008：665）、近頃は達斡爾民族









m i n z u
の祭典 
現在、達斡爾民族

























































































m i n z u
の「斡包節」は、2004 年のモリダワー達斡爾族自治旗第十回人民代表大
会第一回会議で開催が認められた祭りであり、毎年 6 月 28 日にモリダワー達斡爾族自治旗
の「中国達斡爾民族
m i n z u
園」で行われることになっている。この祭りは政府が主催しているの
                                                   
113 達斡爾民族
m i n z u
は漢字で「斡包節」（オボ祭り）と表記し、意図的にモンゴル民族











m i n z u
地方の達斡爾民族
m i n z u
人を集める祭りになっており、神仏や祖先を祭り、民俗活動（魚を
捕まえる活動、水神を祭る活動）、民族
m i n z u
スポーツ競技（達斡爾相撲、アーチェリー、頸力、
扳輥、押加114）、民間の民族
m i n z u
歌舞の公演などの他、鹿将棋・サク115・ハニカ116のコンテスト、
民族
m i n z u
料理コンテスト、伝統漁法コンテスト、民族





m i n z u
の新しい伝統になったと言っても過言ではない。 
また、「斡包節」の中心である「中国達斡爾民族











m i n z u
園」の斡包はモンゴル民族
m i n z u
の「敖包」
の形とは異なるということを説明してくれた（2009 年 1 月 31 日）。また、筆者が 2011 年
6 月に参加した「中国達斡爾民族
m i n z u
園」での「斡包節」でのことである。達斡爾民族





m i n z u
である」という理由でこれを制止した。このような現象は、モンゴル民族







m i n z u
の斡包を民族







m i n z u
園」の斡包 2011 年 6 月 28 日筆者撮。 
 
 
                                                   
114 反対を向き四つん這いなった二人の首に、輪状にした一本の布を掛け合って引き合う競
技。 
115 サク sak とは、ノロジカのくるぶしの骨で作った遊具。 





                     民間でのオボ、2010 年 9 月 18 日筆者撮。 
 
筆者は 2011 年 8 月に「中国達斡爾民族
m i n z u
園」の斡包を参観した。その時に興味深い現象を
目撃した。「斡包」を祭る達斡爾民族
m i n z u
人 GL さん（40 才代・男性・モリダワー達斡爾族自治
旗文化広報関係機関職員）の所作作法である。GL さんは、達斡爾民族






m i n z u
の一個人としての GL氏が一つの民族




m i n z u
園」には、伝説上の達斡爾民族









祖額斤汗117」であると主張し、2009 年 6 月 28 日にモリダワー達斡爾族自治旗の「中国達
斡爾民族




事業に多大な精力を投入した。2004 年 8 月に、「関于“中国達斡爾民族園”宏観拡建建議
意見」をモリダワー達斡爾族自治旗共産党委員会、同旗人民代表大会、同旗政府に対して
提出し、その中でシャージガルディ・ハンの祀堂を建設して観光地にすることを提案して
                                                   
117 額斤汗は達斡爾語 ejin haan の漢字表記。ejin は「主人」、「皇帝」の意味。haan は北
方民族の首長の称号「ハーン」「ハン」の意味。ejin haan 両語では「皇帝」を意味する。 
90 















m i n z u
の出自・歴史を創造し、新たな祭典を成立させたことを意味している。 
祭りに参加する人は達斡爾民族
m i n z u
の政府のエリート、一般労働者、学生、農民などである。
達斡爾民族
m i n z u
の「斡包節」は伝統的な祭りというよりは達斡爾民族
m i n z u
の会合となっているので
あって、達斡爾民族
m i n z u
にとっては新しく作られた伝統的な斡包節の意味を拡大させた民族









m i n z u
は boikoo を漢語で「曲棍球」（ホ
ッケーの意味）と呼び、「曲棍球」が達斡爾民族




斡爾語「博依闊」‘boikoo’）を使う。1957 年の「内モンゴル自治区成立 10 周年慶祝大会」
で初めて実演されたことで広く知られるようになった。これ以降、達斡爾民族




m i n z u
の boikoo のことを「古いホッケー」と呼ぶ場合もある。boikoo はダフ
                                                   




119 額斤汗は達斡爾語 ejin haan の漢字表記。ejin は「主人」、「皇帝」の意味。haan は北








m i n z u
の「伝統的体育活動」になっており122、モリダワー達斡爾族自治旗は 1989
年 3 月に「ホッケーの郷（曲棍球之郷）」と命名された（鉄林嘎 1998：70）。現在、boikoo
を実演競技しているのは老年の達斡爾民族





m i n z u
の踊り 
もう一つの伝統化された習慣の事例としては、現在、達斡爾の民族










m i n z u
文化活動を通じて達斡爾民族
m i n z u
の舞踊として形
成された。アルラ鎮の MG さん（女性・達斡爾民族
m i n z u
人・52 歳・アルラ鎮政府の退職幹部）
によれば、達斡爾民族





m i n z u
の舞踊として名付けられて、達斡爾民族




m i n z u
の食品 
一部分の日常生活も伝統化された。どこでも見られる普通の生活であるが、達斡爾民族




m i n z u
料理を代表する素材であり、第二節の冒頭で紹介したク
ムビルという植物が挙げられる。EC さん（達斡爾民族


















































m i n z u
の祭典となったのは 1980 年代
のことであり、それはムルス達斡爾族区の数名の民族












                                                   










m i n z u
食品に位置付けられている。たとえば、筆者はモリダ
ワー達斡爾族自治旗やレストランやチチハル市フランエルギ区の達斡爾民族
m i n z u
人のお宅で、
シソ餅、ミルク麺、ノロの肉などを達斡爾民族
m i n z u
の食品あるいは料理として紹介されたこと
がある。これらは、達斡爾民族
m i n z u
の人々にとって彼らの民族
m i n z u
食品に他ならないと認められて
いるが、実はミルク麺はモンゴル民族
m i n z u
人もよく食べる食品である。ノロ肉はオロチョン民族
m i n z u
、
エヴェンキ民族
m i n z u
の人も食べる日常的な食品であって、必ずしも達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
的食品や
民族
m i n z u
料理とは限らない。しかしながら、以上のいくつかの事例から、大興安嶺地区に広く
存在する食品が、達斡爾民族
m i n z u
の人々によって達斡爾民族
m i n z u
の食品や民族





m i n z u
衣装 
 筆者が観察するところでは、現在、達斡爾民族
m i n z u
の女性の民族
m i n z u
衣装とされているものは、
満民族
m i n z u
の女性の服と似ており、男性の民族
m i n z u
衣装はモンゴル民族







m i n z u
の旗袍を着用していたということになる。 








いる125。筆者は 2011 年 6 月 27 日にモリダワー達斡爾族自治旗で開催された第二届達斡爾
民族
m i n z u
服飾デザインコンテストに参加し、左襟の服を目撃している。さらに、2013 年にはモ
リダワー達斡爾族自治旗人民政府の決定により「“左襟達斡爾”及び第三届中国達斡爾族
                                                   
125 楽志徳氏提供「関于達斡爾左袵服装及資料」2010 年 7 月 1 日。 
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民族





m i n z u
や満民族
m i n z u
の服に似たそれまでの民族





m i n z u
の伝統文化 
 ここまで、達斡爾民族
m i n z u
の「伝統」に位置づけられている事柄として、文学、祭典、体育
活動、踊り、食品、服装を取り上げ、これらの文化要素が達斡爾民族

















m i n z u
の文学 
達斡爾民族
m i n z u
の文学はウチュンを例に考察した。ウチュンをまとめた『達斡爾族伝統詩歌
選訳』によれば、達斡爾民族











                                                   









m i n z u
の祭典 
達斡爾民族
m i n z u
の祭典については、本節の二の部分で達斡爾民族














m i n z u
の体育活動 
達斡爾民族
m i n z u
の体育活動については、boikoo とホッケーを例に考察した。達斡爾民族




















m i n z u
の踊り 
達斡爾民族
m i n z u
の踊りについては、今では、達斡爾民族
m i n z u
の踊りと言われている魯日格勒を事
例として考察した。本章の第二節で言及したように、もとは 1950 年代に民族
m i n z u
識別を行う前
からダフール人の民間で踊られていたものであるが、1950 年代に民族
m i n z u
文化活動を行った時
には、民族
m i n z u
文化幹部 OM さんが田舎で収集した踊りであった。これが、1980 年代以降は集
96 
団舞踊化され、達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
伝統踊りとして見なされ127、各種の民族




m i n z u
の民間の伝統的踊りを伝承する任務を担っている。「魯
日格勒」老年舞踊隊は 2008 年 5 月に「民歌中国」という番組に参加した。また、モリダワ
ー達斡爾族自治旗テレビ局が主催した「達斡爾族民歌演唱会」、アルラ鎮で開催されたモリ
ダワー達斡爾族自治旗成立 50 周年祝賀活動にも参加した。さらに、民族




m i n z u
の伝統舞踊として、さまざまな活動で演じられ、伝承されてい
る。この舞踊は千百年前からあったとされ、その歴史性が強調される（「学原生態“魯日格
勒”舞」『達斡爾論壇』（上）内蒙古文化出版社 2010 年 373－374）。しかし「魯日格勒」は
今でも、集団舞踏の形で創作され、達斡爾民族













m i n z u
の食品 
達斡爾民族
m i n z u
の民族












m i n z u
人はクムビルだけを「何世代にもわたって達斡爾民族
m i n z u
が愛してきた」







m i n z u
の地方で実施しているが、この行事にも現代
における創作性を看取できる。また、「何世代にもわたって達斡爾民族















m i n z u
の衣装 
民族
m i n z u
衣装については、筆者の観察では、現在、達斡爾民族
m i n z u
の女性の民族
m i n z u
衣装とされてい
るものは、満民族
m i n z u
の女性の服と似ており、男性の民族
m i n z u
衣装はモンゴル民族








m i n z u
と識別された後、積極的に自己の民族
m i n z u
文化を発展させるために、多くの事物の前に
「民族
m i n z u
」という言葉を付して使っており、民族
m i n z u
衣装もこのような例の一つである。こうし
て民族識別以降、彼らは満洲様式（女性用）とモンゴル様式（男性用）の衣装を達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
衣装と呼んできた。今では、民族
m i n z u
文化活動では達斡爾民族
m i n z u
は民族
m i n z u
文化活動の折には
達斡爾民族
m i n z u
の衣装と呼ばれてきた満洲様式（女性用）とモンゴル様式（男性用）の服を着
用している。しかしが、達斡爾民族
m i n z u
衣装と呼ばれてきた服は、達斡爾民族
m i n z u
の居住地ごとに
微妙な違いがあって、民族
m i n z u
多様であり、各居住地ではそれぞれの地の特徴を有する民族
m i n z u
衣
装服装を専門に作るところがある。モリダワー達斡爾族自治旗では民族
m i n z u
文化を宣伝するた
めに 2010 年から二度にわたる「達斡爾民族
m i n z u
服飾デザインコンテスト」を行っており、2013
年にはまで第三回目のコンテストが予定されている。上述したように、三回の「達斡爾民族
m i n z u
服飾デザインコンテスト」行っている。第一回と第二回のコンテストでは伝統の達斡爾民族
m i n z u
の伝統的服飾と現代的な達斡爾民族







族学与社会学学院碩士論文 66-68．2012 年 5 月 12 日）、第二回は「“多彩な達斡爾服”をテ
ーマとし、達斡爾民族





















m i n z u
の民族




m i n z u
の人々による創造も含まれていると筆者は考えている。 
達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
衣装の伝統化においては、第二回目のコンテストから強調されるように
なった“左襟”が重要な役割を果たしている。この“左襟”とは、達斡爾民族






m i n z u
衣
装は、それまで達斡爾民族
m i n z u
衣装と呼ばれてきた服に見える満洲やモンゴルの要素を時代的
にさらに遡った伝統を帯びることができたのである。このような民族




m i n z u
の民族




m i n z u
衣装は、彼らが










m i n z u









m i n z u
と識別された後の達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
としての創造について考察を行
った。ここで筆者の言う「達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
としての創造」とは、達斡爾民族
m i n z u
の創造と達
斡爾民族
m i n z u
文化の創出を合わせ含めている。 
ここで考察したことによれば、達斡爾民族
m i n z u
は国家の政策によって創られた民族
m i n z u
である。
彼らダフール人は、1956 年に国家によって単一の民族
m i n z u
として認定された後に、民族
m i n z u
名称を
指定され、民族
m i n z u
自治地域を与えられ、国家によって民族
m i n z u
幹部が養成された。彼ら自身は民族
m i n z u
文化を創出しその伝統化を行った。このような過程を経て民族




m i n z u
としての政治的創造の作業は、1950 年代に始まり、1966 年から 1976 年までは
文化大革命の影響で一時停止したが、1970年代末から 1980年代以降の中央政府の民族
m i n z u
工作
の展開に伴って作業が復旧した。そして、1980年代以降における民族





m i n z u
は政治的に創造されただけではなく、自らの民族
m i n z u
の歴史・文学・風俗・
習慣などの文化的要素を創出してこれを伝統化することで民族
m i n z u
としての文化的内実を充実
させたことから、このような創出した文化によって民族
m i n z u
として創造されたと見ることがで
きる。つまり、文化的にも民族
m i n z u
として創造された側面があると言える。政治的な創造と同
じく、文化の創出による文化的な民族





m i n z u
文化が達斡爾民族
m i n z u
の人々に受け入れられている。 
つまり、達斡爾民族
m i n z u
の創造は政府だけによるものではない。達斡爾民族
m i n z u
側の人々、主に
政治エリートと知識人たちが大きな役割を担ったことは確かである。しかし、達斡爾民族
m i n z u
の
民族




m i n z u
の特徴は民族
m i n z u
の明確な名称と民族
m i n z u
文化を通じて表現される部分が多いことは言うま
でもない。よって、達斡爾民族
m i n z u
の政治的創造と民族
m i n z u
文化の創出は、達斡爾民族
m i n z u
が自らの存
在を他民族
m i n z u
の人間に向けてだけではなく、自民族
m i n z u
に向けて主張する手段を整えたという点
で大きな意義があると思われる。なぜならば、このような創造された民族
m i n z u
は、与えられた
民族
m i n z u
名称と創出された民族
m i n z u
文化を通じて、達斡爾民族
m i n z u
の人々が自分たちが何者であるかを
認識するようになった、つまり達斡爾民族
m i n z u
としての明確なアイデンティティの形成に大き
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m i n z u
が政治的に創造され、公的な民族
m i n z u
の名称と民族
m i n z u
の身分を獲得したことで、達
斡爾民族
m i n z u
は中国人民が国家権力を行使する立法機関であり最高権力機関でもある全国人民
代表大会に最低でも一名の代表を送り込む権利を有するようになった129。また、民族
m i n z u
の伝
統的な文化が創出されたことで、達斡爾民族
m i n z u
が自らの存在を内外に向けて示し主張する手
段あるいはきっかけを持った。つまり、民族
m i n z u
の名称と身分、民族
m i n z u
の伝統的文化は、彼ら達
斡爾民族
m i n z u
の人々の「達斡爾民族




m i n z u
のアイデンティティ」という総称的なタイトルの下、「達斡爾民族








m i n z u
としてのアイデンティティ」への変遷過程を明らかにして、国家による民族













m i n z u
でも見られる。
                                                   












m i n z u
―筆者注）ということがなかった。しかし、この状況
は民族
m i n z u
識別活動の展開によって変わり、ダフール人は達斡爾民族
m i n z u
、モンゴル人はモンゴル
民族
m i n z u
のように、国家が定めた民族
m i n z u
としての名称を自称するようになった。 
では、民族
m i n z u








































m i n z u
とオロチョン
民族










































































































































































































 アイデンティティ 呼称 
華霊阿 ダフール・ソロン人  
郭克興 ダフール人  
阿勒坦噶塔 モンゴル人 「ダフール・モンゴル人」 
徳古来 モンゴル人 「ダフール・モンゴル」 
孟定恭 ダフール人  
欽同普 ダフール人  
何維忠 不明 「ダフール・モンゴル」 




































m i n z u
人 80 歳 男 ハイラル市出身 学者 ハイラル市にてインタビ



















m i n z u
人 72 歳 男性 モリダワー達斡爾族自治旗出身 学者 神戸市
でインタビュー 2008 年 12 月 10 日） 
筆者：先生は小さい時にはモンゴル民族
m i n z u
と自称しましたよね。 
EB：いいえ。達斡爾（民族
m i n z u
―筆者補）はモンゴル民族
m i n z u
と別々です。違います。でも、
学校と仕事の時にはモンゴル民族
m i n z u
と書きました。民衆はモンゴル民族






m i n z u
はなかったで
すから、モンゴル民族
m i n z u
と書いても、反対しませんでした。モンゴル民族
m i n z u
と近いと
思っていました。ダフール・モンゴルと呼ばれました。五十年代の時に、単一民族
m i n z u
と識別されました。これも正しいですよね。元々からモンゴル民族




m i n z u
人 男性 73 歳 モリダワー達斡爾族自治旗出身 学者 フフホ
ト市でインタビュー 2008 年 12 月 29 日） 
筆者：先生は、民族
m i n z u
識別のことを知っていますか。 
MF：これは 1953 年から始まりました。1955 年に（ダフール人は単一民族








































m i n z u
人 84 歳 女性 ハイラル出身 学者 フフホト市でインタビュ

























m i n z u
身分鑑別（識別―筆者注）の後、（それぞれの
民族




m i n z u
人 70 歳 女性 チチハル出身 主婦 チチハル市ムルス区でイ













m i n z u
人 85 歳 女性 モリダワー達斡爾族自治旗の出身 農民 モリ
ダワー達斡爾族自治旗アルラ郷でインタビュー 2011 年 8 月 29 日） 
筆者：あなたは達斡爾民族














m i n z u
人 71 歳 男性 チチハル市のホランエルギ区の紅河村出身 
退職教師 チチハル市のホランエルギ区の紅河村でインタビュー 2009 年 2 月 12 日） 
   筆者：おじいさんは、ハイラルに何年から暮らしましたか。何年間いましたか。 
   WQ：（19―筆者補）58、（19―筆者補）59、（19―筆者補）60 年、三年でした。あ




   筆者：あの時（1950 年代の末 1960 年代の初頭―筆者注）には、ハイラルでは、達
斡爾民族
m i n z u
人は多かったですか。 
   WQ：あの時（1950 年代の末 1960 年代の初頭―筆者注）には、ハイラルには、達斡
爾民族
m i n z u
は多かったです。南屯はエヴェンキ族自治旗でしたが、達斡爾民族
m i n z u
人は
多かったです。旗長はエヴェンキ（民族
m i n z u
―筆者補）人、モンゴル語は上手でし
た。あそこの（ハイラル地方―筆者注）の達斡爾（民族
m i n z u
―筆者補）人もモンゴ
ル語が出来ました。あの地方ではモンゴル（民族
m i n z u
）人が多かったです。ハイラ
ル（地方―筆者補）の達斡爾語はあそこのモンゴル語と似ています。モンゴル
語の発音があります。Ha と Ka とか。 
   筆者：達斡爾語はモンゴル語とそれほど似ていますか。 
   WQ：似ています。だから、一部分の人は達斡爾民族
m i n z u
はモンゴル民族









m i n z u
の老人によるダフール人のアイデンティティ 
番号 略号 年齢 出身地 職業 アイデンティティ 
① BH 80歳 ハイラル市 学者、定年退職 モンゴル人 
② EB 72歳 モリダワー達斡爾族
自治旗 
学者、定年退職 ダフール人 
③ MF 73歳 モリダワー達斡爾族
自治旗 
学者、定年退職 ダフール人 
④ OF  84歳 ハイラル市 学者、定年退職 ダフール人 
⑤ EC  70歳 黒龍江省チチハル市
ムルス区 
農民 ダフール人 
⑥ AR  85歳 モリダワー達斡爾族
自治旗 
農民 ダフール人 
⑦ WQ  71歳 黒龍江省チチハル市
ホランエルギ区 
教師、定年退職 ダフール人 









モリダワー達斡爾族自治旗出身の②の EB さんと③の MF さんは、ダフール人はダフー
ル人であったと見ている。 
チチハル市ムルス区出身の⑤の EC さんと⑦の WQ さんからは、自分がダフール人であ
るとの語りを得ることはできなかった。しかし⑤の EC さんはダフール民族
m i n z u
とモンゴル民族




m i n z u
はモンゴル民族







m i n z u
身分鑑別（識別―筆者注）
の後、（それぞれの民族
m i n z u
を―筆者補）はっきり分けました」とハイラル地方に住んでいる人々
の親近性を承認しているが、民族




m i n z u
はモンゴル人との親近性によく言及する反面、モリダワ
ー達斡爾族自治旗とチチハル地方の達斡爾民族
m i n z u
人はモンゴル人とは区別があることに言及
する。また、このような区別行為は、今の達斡爾民族






















m i n z u
をモンゴル民族




この、農民の持つアイデンティティ意識に関し、第 2 章の第 3 節の 1．の部分でも取り上
げたが、②の EB さん（学者）が以下のような興味深いことを話してくれた。 
1953年のころ、（中央―筆者補）民族




m i n z u
か」と質問しましたが、誰も何民族
m i n z u
であるかを言うことができ
ず、年寄りたちは、「わたしたちはわかりません。本当にわかりません。モンゴル民族
m i n z u
なの
かそれとも満民族





                                                   
139 第 2 章の民族
m i n z u
の文化の創出でも見られるが、モリダワー達斡爾族自治旗の達斡爾学会の
達斡爾民族
m i n z u
の知識人たちは、モンゴル民族
























































m i n z u
と識
別されました」と答えた。この見解を容れると、「ダフール・モンゴル」という名称は日本

























ル主義」運動が起こり、1918 年 11 月にウェルフネウディンスク（現在のウランウデ）
で開かれた第 5 回ブリヤート人大会にこれにフルンボイルのモンゴル人が参加した。
翌年 2 月、チタで開催された「大モンゴル国」建国会議にはフルンボイルからダフー




題もその枠組みの中に含まれるようになった。1928 年 6 月には、ソ連および外モンゴ
ルの援助の下、内蒙古国民革命党の郭道甫派とフルンボイル青年党による武装蜂起が













































































ある①の BH さんも持っていたことが認められるが、同じく学者である②の EB さんと③









しなければならない。筆者のインタビューに応じてくれた方の内、⑤の EC さんと⑥の AR
さん以外は全て学者か知識人（教師）である。聞き取り内容から明らかなように、学者・
知識人は自分のアイデンティティについてはっきり答えることができていた。しかし、農
民である⑤の EC さんと⑥の AR さんは、学者のような明確で強いアイデンティティへの関


































m i n z u
工作の展開に伴っ
て、民族
m i n z u
としてのアイデンティティの形成へと変化をはじめる。 
この問題は、すでに第 1 章の第 2 節の一の１）「単一民族








m i n z u
識別活動の展開に伴って、数人のダフール族幹部の一部
分が、自分のことをモンゴル族以外の独自の民族





m i n z u
の出自について討論する座談会を行った。そこに、単一民族




m i n z u
識別活動の展開に伴って、単一民族
m i n z u
になることを望む
動きが「ダフール幹部」の中にあったことを特記した。 
1940 年代末から 50 年代の民族
m i n z u
識別の時期に、ダフール人幹部の中に、民族

























m i n z u
識別活動の開始に伴って、民族
m i n z u
識別直前のダフール人幹部には、単
一のダフール民族
m i n z u
というアイデンティティが芽生えはじめていた。 
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m i n z u
識別活動の開始に伴って、民族
m i n z u
識別直前のダフール人幹部には、単一
のダフール民族





m i n z u
識別活動の展開に伴って民族
m i n z u
というア
イデンティティが芽生えていたことも明らかになった。では、この萌芽した民族









m i n z u
という呼称によって形成した民族
m i n z u
としてのアイデンティティについて 
第 1 章の第 1 節で述べたように、中国で行われた民族
m i n z u
識別活動とは、国家の民族




m i n z u
の人々のアイデンティティを考察する。前節でも述べたように、民族
m i n z u
識別活
動の展開に伴って、ダフール人の幹部の中には民族
m i n z u
というアイデンティティの萌芽が始ま
った。それでは、現在の達斡爾民族
m i n z u
のアイデンティティはどのような構造を持っているか。
この、民族
m i n z u
というアイデンティティは、識別された達斡爾民族
m i n z u
の中に広く形成されたのか。
形成されたのならば、それはどの程度まで達斡爾民族
m i n z u
の中に定着しているのか。また、私
たちの理解している民族
m i n z u
識別という政治活動によって形成された民族
m i n z u
というアイデンティ
ティはこの民族










m i n z u
と識別された現在の達斡爾民族




m i n z u
人に対してインタビューを行った。インタビューは上の節で述べ
たインタビューと同じく、雑談の形で行った。インタビューの内容は以下の通りである。




m i n z u
 男 60 歳 裁判所 定年退職 チチハル市ムルス区 2009 年 2
月 16 日） 
 筆者：あなたは達斡爾民族




m i n z u
人はどこから来ましたか。 












m i n z u
自治旗の達斡爾（民族
m i n z u
―筆者補）、エヴェンキ（民族
m i n z u
―筆者補）、漢民族
m i n z u
の
DNA と比較する研究を行いました。（この研究の結果、―筆者補）達斡爾（民族
m i n z u
人












m i n z u
人 56 歳 男 ハイラル市旅行局職員 ハイラル市エヴェンキ族
自治旗出身 ハイラル市でインタビュー 2009 年 1 月 13 日） 
  筆者：あなたは、達斡爾民族
m i n z u
人ですか。 
  BN1：はい。そうです。 
筆者：達斡爾民族
m i n z u
とモンゴル民族




m i n z u
の文化はモンゴル民族
m i n z u
の文化とは違いますか。 
BN1：違います。今度、私は達斡爾民族
m i n z u
の代表として中央テレビ局の「魅力 12」とい
う番組に参加します。（中略）私の着ている服装は達斡爾民族




m i n z u
人 54 歳 男 自由業（作家） ハイラル市エヴェンキ族自治旗
出身 南屯でインタビュー 2009 年 1 月 15 日） 
筆者：ダフール人はダフール・モンゴルと人々に呼称されましたが、達斡爾民族
m i n z u
と認
定された後には、達斡爾民族
m i n z u
人はモンゴル（民族




m i n z u
人―筆者注）たちは、オボ祭り、お正月の礼儀
は基本的にモンゴル（民族
m i n z u
人―筆者注）とあまり差がありません。ただ、言語は
違います。民族





m i n z u
143もいます。（私たちは―筆者補）ブリヤ
ート（人―筆者注）の優れた方面も受け入れてます。例えば、モリダワー（達斡
                                                   
143 BN2 さんの使った言葉である。現在の中国では、ブリヤートという集団をモンゴル民族












m i n z u
 女性 46歳 無業 銀河出身 アロン旗在住 2009年 2月 8日） 
  筆者：あなたは達斡爾民族
m i n z u
人ですか。 
  LZ：はい。 
筆者：達斡爾民族












LZ：20 年以上になりました。私の子供も 22 歳になりました。 
筆者：あなたは小さい時には民族
m i n z u
の踊りを踊りましたか。 
LZ：できないです。お姉さんはちょっとできました。彼女のところの達斡爾民族
m i n z u
は（達
斡爾民族















m i n z u
人 40 歳 男性 モリダワー達斡爾族自治旗出身 博物館職員 
2009 年 1 月 31 日） 
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筆者：1953 年に民族
m i n z u
識別が展開した後に（ダフール人は達斡爾民族











m i n z u
の数字は―筆者補）56 の民族
m i n z u
ではないです。 
筆者：（ダフール人は―筆者補）識別されなかったら、モンゴル民族




m i n z u
でした。国家が承認することは
遅かれ早かれなことです。元々一つの民族




m i n z u
人 34 歳 女性 商売 モリダワー達斡爾族自治旗の哈達洋鎮出
身 モリダワー達斡爾族自治旗でインタビュー 2010 年 8 月 22 日） 
  筆者：あなたは達斡爾民族
m i n z u
ですか。 
  EG：はい。 
筆者：達斡爾民族







m i n z u
の文化については何を知っていますか。 
EG：私は言葉もできないし、あまり知らないです。自分は達斡爾民族
m i n z u
と言っても自分
の民族
m i n z u
文化についてあまり分からないです。 
筆者：旗（尼爾旗鎮―筆者注）で行っている達斡爾民族








旗成立 50 周年以後から始まった。 
 
⑭AL さん（達斡爾民族
m i n z u
人 30 歳 女性 ホテルの職員 モリダワー達斡爾族自治旗出身 
2009 年 1 月 30 日） 
  AL：あなたは南屯に行ったことがありますか。 
  筆者：はい。あります。 
126 
  AL：チチハル市に行ったことがありますか。 
  筆者：いいえ。まだです。 
  AL：実は、達斡爾民族
m i n z u
人とモンゴル民族
m i n z u
人の区別はあまり大きくないです。 
  筆者：最大の区別は何ですか。 
  AL：あなたはどの方面を聞いていますか。 
筆者：あなたは、（達斡爾民族
m i n z u
人―筆者補）とモンゴル民族
m i n z u
人の区別はどこの点で違う
と思いますか。昔、達斡爾民族




m i n z u
―筆者補）人は昔はモンゴル民族







m i n z u
識別を行った後に、ダ
フール（人―筆者補）は一つの民族
m i n z u
になりました。 
AL：そうしたら、名字が違うということでしょう。モンゴル民族








m i n z u
人 女性 19 歳 学生 モリダワー達斡爾族自治旗出身 モリダ
ワー達斡爾族自治旗でインタビュー 2010 年 8 月 15 日） 
  筆者：あなたは達斡爾民族
m i n z u
ですか。 
  DM：はい。そうです。 
筆者：達斡爾民族
m i n z u
語ができますか。 
DM：できます。私の故郷では人々は達斡爾民族
m i n z u
語で話します。 
筆者：いつから、自分を達斡爾民族
m i n z u
と意識しましたか。 
DM：達斡爾民族
m i n z u
学校に入った後です。達斡爾民族








m i n z u
はとてもたくさん自分の文化を持っています。達斡
爾民族
m i n z u
もモンゴル民族
m i n z u
のような民族




m i n z u
の構造について 
インタビューに応じた達斡爾民族






m i n z u
人のアイデンティティ 
番号 略号 年齢 出身地 現住地 職業 アイデンティティ 







m i n z u
人 
⑨ BN1 56 ハイラル市 ハイラル市 政府幹部 達斡爾民族
m i n z u
人 







m i n z u
人 
⑪ LZ 46 銀河 アロン旗 無職（主婦） 達斡爾民族
m i n z u
人 





m i n z u
人 






m i n z u
人 





m i n z u
人 





m i n z u
人 




m i n z u
人は、60 代から 10 代まで全員「達斡爾民族




m i n z u
の老人の一人は、モンゴル人というアイデンティティも持っていた。従
って、達斡爾民族
m i n z u
人のアイデンティティにはすでに変化が起こり、今の達斡爾民族




m i n z u
幹部（例えば、
⑨民族
m i n z u
幹部 BN1 さん）と、わずかに一名の回答者しか得られなかったが、民族
m i n z u
学校の学生
（⑮DM さん）の回答が、民族












m i n z u
人の中に存在するアイデンティティは年齢によって異なっている。達
斡爾民族
m i n z u
が識別された 1956 年を境に、現在 70～80 代の高齢者の中には、今でも「ダフー
ル人」、「モンゴル人」のアイデンティティを持っている人がおり、60 代から 10 代までの中
には「達斡爾民族
m i n z u
人」のアイデンティティがある。 
本章の第一節で紹介した、ハイラル市出身の学者①BH さん（80 歳）、チチハル梅里斯区
出身の主婦⑤EC さん（70 歳）、モリダワー達斡爾族自治旗出身の農民⑥AR さん（85 歳）
は全て今は達斡爾民族






m i n z u
としてのアイデンティティ
は重なり合った状況にある。しかし、⑧の 60 代の QF さんから⑮の 10 代の DM さんまで
の中・若年者は全部「達斡爾民族
m i n z u
人」のアイデンティティを持っている。従って、一部分
の達斡爾民族
m i n z u
の高齢層の中には「ダフール人」、「モンゴル人」というアイデンティティ
が存在しているが、中・若年層には「達斡爾民族





m i n z u
の人々は職業の違いによって、達斡爾民族
m i n z u
としてアイデンティティに対する
強さに差異が見られる。民族
m i n z u
に関する仕事に従事している達斡爾民族
m i n z u
人と達斡爾民族
m i n z u
人学
生は、その他の仕事をしている達斡爾民族
m i n z u
人に比べ、「達斡爾民族
m i n z u
」としての強いアイデン
ティティを持っている。行政・文化機関と民族
m i n z u
学校は民族
m i n z u
としてのアイデンティティ形成
を促進する重要な役割を果たしていると言えそうである。ハイラル地方での BN1 と BN2
兄弟の間には、それぞれの職業に起因するとみられるアイデンティティの違いがある。 
 兄の BN1 さんはハイラル市旅行局の職員である。職業柄、彼が民族
m i n z u
文化を宣伝するのは
当たり前のことである。筆者が調査した 2008 年末、BN1 さんはちょうど達斡爾民族
m i n z u
の代
表として民族
m i n z u
文化を宣伝する中央テレビ局の「魅力 12」に参加することになった。彼には、
強く達斡爾民族
m i n z u
としてのアイデンティティを持って、以上のインタビュー資料で述べたよ
うに、筆者の「達斡爾民族
m i n z u
とモンゴル民族





m i n z u
と認定された後には、達斡爾民族
m i n z u
人はモンゴル（民族




m i n z u
人―筆者注）たちは、オボ祭り、お正月の礼儀は基本的にモンゴル（民族
m i n z u
人―筆者注）とあまり差がありません。ただ、言語は違います。民族
m i n z u
言語だけです」などと
答えており、今の達斡爾民族
m i n z u
とモンゴル民族





m i n z u
とモンゴル
民族
m i n z u
の「ダフール・モンゴル」という呼称について知っている。隣接し混住してきている現
在の達斡爾民族
m i n z u
とモンゴル民族
m i n z u
が歴史的に近縁関係にあることを承認している点に違いが
ある。アイデンティティの面では BN1 さんのように「達斡爾民族
m i n z u
はモンゴル民族
m i n z u
と違いま
す」と明確に答えるほど、達斡爾民族
m i n z u
の強いアイデンティティが見えていない。 
学生である⑮DM さんは、筆者の「いつから、自分を達斡爾民族
m i n z u
と意識しましたか」とい
う質問に対し、「達斡爾民族
m i n z u
学校に入った後です。達斡爾民族








m i n z u
はとてもたくさん自分の文化を持っています。達斡爾民族
m i n z u
もモンゴ
ル民族
m i n z u
のような民族
m i n z u
文化が持つ必要があります」と話している。この回答から、彼女が達
斡爾民族
m i n z u
としてのアイデンティティを強く持っていて、自分の民族








m i n z u
としてのアイデンティティが強さを見て取ることができる。 
 一方、商売を営んでいる⑬EG さんは、筆者に対して「達斡爾民族
m i n z u
です」と答えているの
で、民族
m i n z u
としてのアイデンティティは持っているが、他の回答者のように筆者に「自己民族
m i n z u
のこと」を懸命に話してはくれなかった。「自分の民族
m i n z u
の文化については何を知っています
か」という質問には、「私は言葉もできないし、あまり知らないです。自分は達斡爾民族
m i n z u
と
言っても自分の民族
m i n z u
文化についてあまり分からないです」と答えた。さらに、筆者の「旗
（尼爾旗鎮―筆者注）で行っている達斡爾民族
m i n z u
の文化活動に参加しますか」という質問に
ついて「参加していないです。時間があれば、参加したいですが、なかなか時間がないで
す」とも答えている。⑨の旅行局職員 BN1 さん、⑩の作家 BN2 さん、⑮の学生 DM さん
に比べると、自分の民族
m i n z u
の歴史や文化について関心を持っていない。自分の達斡爾民族









本章の第 1 節の 2 のでも提示したが、この要因はダフール人のアイデンティティの重層
化に影響を与えている要因である。この要因は今もなお、達斡爾民族










m i n z u
の人々は「私は達斡爾民族




m i n z u
のアイデンティティの変化と特徴である。筆者は以上の変化と特徴に
基づいて、以下の部分では達斡爾民族





m i n z u
のアイデンティティの変遷 
 本章の第 1 節で、民族




m i n z u
のアイデンティティになっている。今では達斡爾民族
m i n z u
人は、
強く達斡爾民族
m i n z u
としてのアイデンティティを持っている。以下ではダフール人が達斡爾
民族





m i n z u
としてのアイデンティティへ 
ここでは、最初に序論の部分で言及した民族










m i n z u
は、識別以前にはダフール人と呼ばれた。つまり、国家に識別された
民族
m i n z u
は識別後から民族
m i n z u
と識別された。中国の民族
m i n z u
識別によって、少数民族
m i n z u
が識別され、今
の 56の民族
m i n z u
、55の少数民族
m i n z u
が誕生した。現在の中国には、民族
m i n z u
という「身分」があり、人々
の間でも「私は○○民族
m i n z u
」のように、民族
m i n z u
名称を使って自称しており、民族
m i n z u
身分は中華人
民共和国民のアイデンティティに大きな影響を与えている。中国国内の少数民族
m i n z u
同様、識
別された達斡爾民族
m i n z u
人は、「達斡爾民族
m i n z u
」あるいは「少数民族
m i n z u
」と自称している。ほかの人
にも「達斡爾民族
m i n z u
」と呼ばれている。では、この民族
m i n z u
識別後に得た新しい「達斡爾民族






m i n z u
政策の展開に当たり、ダフール人の幹部の中には民族




m i n z u
というアイデンティティは、すでに
達斡爾民族
m i n z u
として、幹部だけではなく、学者（②の EB さん）、知識人（⑩の BN2 さん）、
農民（⑤の EC さん）、学生（⑮の DM さん）の中にも形成された。 
 
（２）モンゴル人のアイデンティティから達斡爾民族








m i n z u
識別を通じて達斡爾
民族




大 1950 年暑期内蒙古呼納盟民族調査団編 1997：1）は、現在ではモンゴル民族
m i n z u
の中に含ま
れてモンゴル民族
m i n z u
人になった。今は、「巴爾虎・モンゴル」「布里雅特・モンゴル」、「額魯
特・モンゴル」と言われており、「ダフール族」だけが民族
m i n z u
識別の結果、達斡爾民族




m i n z u
のひとつで
ある達斡爾民族
m i n z u
と言うことが多くなった。こうした周辺環境の変化にともない、ダフール
人の持っていたモンゴル人というアイデンティティも今の達斡爾民族
m i n z u
の老人の中には残っ
てしかない。民族
m i n z u
識別という政府が行った政策により、ダフール人の中にあったモンゴル
人のアイデンティティはますます達斡爾民族




m i n z u
のアイデンティティから小少数民族
m i n z u
のアイデンティティへの動き 
上述したように、一連の民族
m i n z u
識別作業を通じ、中国には 55の少数民族
m i n z u
が誕生した。そし
て、そのそれぞれの少数民族
m i n z u
は次第に少数民族
m i n z u
のアイデンティティを形成していった。そ
してさらに達斡爾民族
m i n z u
人は少数民族
m i n z u
の中でも相対的に人口の少ない「小少数民族





m i n z u
」や「三少民族
m i n z u
145の一つ」と自称する人がいる。例えば、上でも事例
とした取り上げたモリダワー達斡爾族自治旗の OM さんは「私たち達斡爾は三少民族
m i n z u
のひ
とつ、私たちは三少民族は小民族
m i n z u
です」ということを筆者に繰り返し話した。また、博物
                                                   
144 この当時使われた「族」は今の民族






m i n z u
は小民族
m i n z u
であるので、民族




m i n z u
は三少民族
m i n z u
としての活動も行っている。筆者が目睹した例を挙




調演”を行った146。2009 年 6 月 22 日の夜、「内蒙古首届鄂倫春、鄂温克、達斡爾三少民族
歌曲電視大奨賽」がフロンボイル市政府の講堂で行われた147。以上のように達斡爾、エヴ
ェンキ、オロンチョン民族
m i n z u
は「三少民族」という呼称で、民族




m i n z u
を指し、国家が定めた正式な
呼称をもつ民族
m i n z u
である。これに対して筆者の提示している「小少数民族
m i n z u
」とは、人口は 10
万以上ではあるが、当該の民族
m i n z u
身分を有する人は、自意識では自分を「小さい民族
m i n z u
」ある
いは「弱い民族
m i n z u
」と思う民族
m i n z u
であると定義する。 
2000 年、モリダワー達斡爾民族
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147 http://www.baike.com/wiki/%E4%B8%89%E5%B0%91%E6%B0%91%E6%97%8F
（2013 年 7 月 11 日アクセス）。 
148 「中共莫力達瓦達斡爾族自治旗委員会文件」莫党発（2000）49 号 モリダワー達斡爾
族自治旗档案館 
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m i n z u
の者であることを知った達斡爾民族
m i n z u
の人々は、常に筆者に向
かって「私たちは小さい民族
m i n z u
で、モンゴルは大きな民族
m i n z u
である」と話す。達斡爾民族








m i n z u
識別作業の時に単一の少数民族




m i n z u
としてのアイデンティティは、現在では
達斡爾民族
m i n z u
の名のもとで広範な達斡爾民族
m i n z u
大衆の達斡爾民族




m i n z u
である」というアイデンティティを持っている。筆者の
インタビュー調査では、特に、民族
m i n z u
幹部と若い達斡爾民族
m i n z u
の学生たちが強く達斡爾民族




m i n z u
の人間であると固く信じるだけで、昔の歴史について知る
所は多くなく、民族
m i n z u
に関する知識の大部分は書籍から獲得している。一部分の老人のよう
な複数のアイデンティティも無い。達斡爾民族
m i n z u
のアイデンティティは、若年になるにした
がって強化され単一化されている。若い彼らの中には、民族








m i n z u
である以上は「民族
m i n z u
としての単一のアイデンティティ」を持っている
と考えがちであるが、必ずしもそうではない。識別された民族
m i n z u
である達斡爾民族
m i n z u
は、中国
政府に識別されて民族
m i n z u
になることを許されたのちに獲得した名称である達斡爾民族
m i n z u
の上に、
民族
m i n z u
として新しいアイデンティティを形成している最中である。しかもその達斡爾民族




m i n z u
識別以前からの生存者
である一部の高齢者には、「モンゴル人」のアイデンティティと「達斡爾民族
m i n z u
」のアイデン
ティティとが重層的に存在する相を示している。達斡爾民族
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2．達斡爾民族
m i n z u
の民族






m i n z u
として識別された達斡爾民族
m i n z u
の場合、民族
m i n z u
文化の創出と民族





m i n z u
の中には、上の部分で述べたように、国家に与えられた「達斡爾民族
m i n z u
」
という民族
m i n z u
名称によって支えられた民族
m i n z u
としてのアイデンティティとはやや異質の、創出
された民族
m i n z u
文化によって支えられた「民族











m i n z u
文化的アイデンティティとは、中国の国家によって民族
m i n z u
と
認定された人々自身の民族
m i n z u
文化に支えられた集団的なまとまりを持つ帰属感、ということ
になる。以下、この民族




m i n z u
の民族
m i n z u
文化的アイデンティティの形成について 
下の（１）で明らかにするように、達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
文化的アイデンティティは達斡爾
民族
m i n z u
の知識人の中で形成が始まり、その後、民族
m i n z u
活動の展開に伴って民族
m i n z u
文化幹部たちの
なかにも形成された。さらに、主に 1980 年代以降、各達斡爾民族
m i n z u
地方で達斡爾民族
m i n z u
文化活
動が開催され、それに民衆が参与するに連れて、民衆の中にも民族
m i n z u
文化的アイデンティテ
ィが形成されるようになった。今までは民族
m i n z u
内部では既に民族





m i n z u
知識人・民族
m i n z u
文化幹部の民族
m i n z u
文化的アイデンティティの形成 
 現在の中国では、「民族




m i n z u
文化」なるものが形成されたのは、民族
m i n z u
識別の時に基準と
されたスターリンの民族




m i n z u
識別によって達斡爾民族
m i n z u
が創造されるに伴い、識別される達斡爾民族
m i n z u
の側では、民族
m i n z u
文化の創出に伴って、まず達斡爾民族
m i n z u
の知識人、そして各達斡爾民族
m i n z u
集中地域の民族
m i n z u
文化
幹部の中に民族
m i n z u
文化的アイデンティティが形成され始めた。 
ダフール人の知識人が達斡爾民族
m i n z u
の識別に参加した初期には、1950 年代の民族






m i n z u
が識別された後には、達斡爾民族
m i n z u
の知識人も民族
m i n z u
文化
の創出に積極的に参加した。各達斡爾民族
m i n z u
人の集中地域の達斡爾民族
m i n z u
の文化幹部も民族





m i n z u
の民族
m i n z u
文化の創出に伴って、達斡爾民族
m i n z u
人の
知識人と民族
m i n z u
文化幹部の中に民族























m i n z u
の場
合は、達斡爾民族
m i n z u
が識別されて、初めに達斡爾民族
m i n z u
の文化の創出に参与した達斡爾民族
m i n z u
の
知識人と民族
m i n z u
文化幹部の中にこのような民族
m i n z u
文化的アイデンティティが存在したのであろ
うか。二人のインタビューを検討しよう。一人は 1950 年代に民族
m i n z u
の文化を収集した知識人
の④OF さん、もう一人はモリダワー達斡爾族自治旗の民族
m i n z u
文化幹部の OM さんである。 
 
④OF さん（達斡爾民族
m i n z u
人 84 歳 女性 ハイラル出身 学者 2008 年 12 月 28 日） 
筆者：先生はいつから達斡爾民族
m i n z u
の民俗に興味を持って、研究を行いましたか。 
OF：これは、（達斡爾民族
















m i n z u
文字を作るために達斡爾（民族









m i n z u
語文工作委員会―筆者補）を表していました。
達斡爾民族



























m i n z u
の民間の芸術家です。私の年齢
の者の仕事も多いです。 
 OF さんは、1950 年代に達斡爾民族
m i n z u
の文化収集に参加した達斡爾民族










m i n z u
の知識人の民族




m i n z u
と識別された OF さんは、ダフール人が達斡
爾民族
m i n z u
になったということに直面した人である。達斡爾民族
m i n z u
の知識人である OF さんは、最
初は、達斡爾民族
m i n z u
文化の収集を仕事として行ったけれども、後には達斡爾学会を自発的に
結成したこと、そして達斡爾民族
m i n z u
の文化を研究したことは、達斡爾民族
m i n z u
の知識人として達
斡爾民族
m i n z u
文化的アイデンティティが彼女において萌芽したことの表れであると考えられる。
彼女の話には、達斡爾民族
m i n z u
が識別されたことに対する不快感は感じられず、逆に自分の民族






m i n z u
文化の収集と達斡爾学
会の設立に支えられ、達斡爾民族
m i n z u
文化的アイデンティティが形成されたと考えられる。 
もう一人の事例は、第二章第二節でも取り上げた OM さんである。OM さんは、1950 年
代にモリダワー達斡爾族自治旗で民族





m i n z u
、女性、76 歳、インタビュー当時はモリダワー達斡爾族自治旗達斡
爾学会員。2011 年 6 月 6 日達斡爾族自治旗達斡爾学会事務室にて） 
筆者：先生、自治旗が成立する時に祝賀活動を行いましたか？ 
OM さん：行いました。5 周年ごとの祝賀があり、15 周年の祝賀、25 周年の祝賀。10
周年ごとにも祝賀があります。10 周年ごとのは大規模な祝賀、5 周年ごとのは中規













m i n z u
は自分の（民族








m i n z u
舞踊（魯日格楽―筆者注）はいつ始まりましたか？ 
OM さん：民族









OM さん：1958 年のことです。1963 年、自治旗成立 5 周年記念に（民族
m i n z u
舞踊の上演が
―筆者補）行われました。そのときは、達斡爾民族
m i n z u
の作曲家である通福さんを誘っ
て歌を歌いました。自分たち（達斡爾民族
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m i n z u
（文化―筆者補）に関する活動はいつから始まりましたか？ 
OM さん：民族
m i n z u

















OM さん：1955 年の 10 月 1 日から 31 日まででした。私たちは 11 月の時に（モリダワ












された人でした。踊り（魯日格楽―筆者注）は 6 人、烏春は 2 人、（木庫蓮の―筆



























                                                   











m i n z u
文化幹部であるが、彼女は民族
m i n z u
文化の収集及び創出に積極的に参加
した。上の④の OF さんと同じく OM さんも 1950 年代の達斡爾民族
m i n z u
が識別されたことに直
面した。OM さんも最初は仕事として民族




m i n z u
文化活動を展開したことに言及している。これは OM さんが
“私たち達斡爾民族
m i n z u
の文化”という考えをもって民族
m i n z u
文化活動を展開したことなのだが、
梶谷真司の文化的アイデンティティに関する叙述に基づいて分析すれば、達斡爾民族
m i n z u
が識
別されることを背景に、民族
m i n z u
文化幹部である OM さんには、民族
m i n z u
文化に対する「憧れ」が
あったのである。OM さんが民族
m i n z u
文化活動を展開するに伴って、OM さんには達斡爾民族




m i n z u
の識別後、達斡爾民族
m i n z u
の学者と達斡爾民族
m i n z u
人集中地域の民族
m i n z u
文化幹部の中に、達斡爾民族
m i n z u
の文化の収集と達斡爾民族
m i n z u
文化活動の展開を通じて達斡爾
民族




m i n z u
の学者と民族
m i n z u
文化幹部以外の人々の民族
m i n z u
文化的アイデンティティの形成 
上では達斡爾民族
m i n z u
の学者と民族
m i n z u
文化幹部が達斡爾民族
m i n z u
の文化的アイデンティティを形成
したことを明らかにした。では、達斡爾民族
m i n z u
の達斡爾民族
m i n z u
の学者と民族
m i n z u
文化幹部以外の人々
は民族
m i n z u
文化的アイデンティティをいつから形成し始めたのだろうか。 
以下に論じるように、彼らの民族
m i n z u
文化的アイデンティティ形成は、学者と民族
m i n z u
文化幹部
における形成の後のことであった。達斡爾民族
m i n z u
の学者と民族
m i n z u
文化幹部以外の人々の民族
m i n z u
文
化的アイデンティティ形成は書籍、メディア、民族






m i n z u
の族源に関し、民族



















m i n z u
の学者と民族
m i n z u
文化幹部以外の人々の民族
m i n z u
文化的
アイデンティティの形成に重要な役割を果たしている。なぜならば、学者と民族
m i n z u
文化幹部
以外の人々が持っている民族
m i n z u
文化に関する知識の大部分は書籍から得ていることがわかる
からである。たとえば、上でも提示した⑧の QF さんである。 
 
筆者：ムルス区の達斡爾民族
m i n z u
人はどこから来ましたか。 











m i n z u
自治旗の達斡爾（民族
m i n z u
―筆者補）、エヴェンキ（民族
m i n z u
―筆者補）、漢民族
m i n z u
の DNA
と比較する研究を行いました。（この研究の結果、―筆者補）達斡爾（民族
m i n z u
人―筆








m i n z u
―筆者補）だけがそのようにやります。 
 
また、筆者の友人である AH さん（29 歳 達斡爾民族
m i n z u
 モリダワー達斡爾族自治旗出身 
無職 2011 年 7 月 25 日）は自分の達斡爾民族





m i n z u
人―筆者補）は契丹の後裔です。DNA の検査で分かりま
した。達斡爾民族
m i n z u
の先祖はシャージガルディ・ハン、モンゴル民族







QF さんは公務員であり AH さんは無職である。この二人は、筆者がここで着目している
学者や民族
m i n z u
幹部以外の達斡爾民族
m i n z u
人である。QF さんが披瀝しているムルス区の達斡爾民族
m i n z u
人の来歴、達斡爾民族
m i n z u
の族源、ホッケーに関する知識のうち、QF さんが書物など出版物か
ら知識を得たに違いないとおもわれるのは、達斡爾民族









公務員の QF さんと無職の AH さんは確かに自分の達斡爾民族





m i n z u
文化活動 
書籍が形成している民族
m i n z u
文化的アイデンティティ以外にも、学者と民族
m i n z u
文化幹部以外の
人々は、民族
m i n z u
文化活動に参加することによって、達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
文化的アイデンティテ
ィを形成している。たとえば、筆者が 2011 年 6 月 26 日にモリダワー達斡爾族自治旗で行
われた「達斡爾民族
m i n z u
ファッションショー」でアンケートを行った（配付 30 枚、回収 22 枚、
回収率 73.33％）。アンケート用紙は達斡爾民族






A. 見るだけ。 0人 
B. 達斡爾民族
m i n z u
の伝統文化を知るため。 12人 
C. 達斡爾民族
m i n z u
の文化活動なのでぜひ参加すべきと思ったから。 9人 






m i n z u
の民族
m i n z u
服装についてどのぐらい了解したか。 
回答選択肢 回答者数 
A. 了解できなかった。 0人 
B. 少しだけだった。 6人 
C. 比較的多かった。 8人 
D. 多かった。 8人 
 
《表９》アンケートを受けた人々の属性と回答 
略号 年齢 性別 職場 問１ 問２ 
1 31 女 化粧品会社 C D 
2 38 女 個人経営者 B C 
3 34 女 （未記入） C B 
4 13 女 小学生 B D 
5 13 女 小学生 B C 
6 38 女 農民 C D 
7 48 女 （未記入） C D 
8 43 女 民政局 C D 
9 47 女 食品会社 B C 
10 38 女 幼稚園 C C 
11 22 男 公安局 D C 
12 34 女 （未記入） C C 
13 22 男 （未記入） B B 
14 17 女 （未記入） B C 
15 14 女 （未記入） B D 
16 27 男 民族実験小学校 C D 
17 27 女 （未記入） B B 
18 35 男 無 B B 
19 21 男 無 C B 
20 19 男 （未記入） B D 
21 17 女 無 B B 
22 40 女 （未記入） B C 
                                筆者作成 
 
 以上のアンケートに答えた達斡爾民族
m i n z u
は、その職場が確認できる範囲内では、学者と民族
m i n z u
文化幹部以外の人々である。彼らの問１への回答が B と C に集中していることは、民族




m i n z u
の伝統文化
を知るため」と答えた達斡爾民族
m i n z u
人には、民族
m i n z u
文化活動を通じて民族
m i n z u
文化的アイデンティ
ティが形成されていると見ることができる。C の「達斡爾民族
m i n z u
の文化活動なのでぜひ参加す
べきと思ったから」と答えた達斡爾民族
m i n z u
人には既に民族
m i n z u
文化的アイデンティティが形成さ
れていることを示している。B と C に答えが集中したことは、民族
m i n z u
文化活動が民族




m i n z u
文化活動が彼らの民族
m i n z u
文化のアイデンティティにどの程度の影響を与
えているかを知るための試みである。全ての回答者が何らかの了解を得たと答えており、C
と D のような肯定的な回答が B のようなやや否定的な回答を大きく上回っていることがわ
かる。このことから、この「達斡爾民族
m i n z u
ファッションショー」の活動を通じ、活動に参加
した達斡爾民族
m i n z u
の人々の、達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
文化について認識を深めている数が多いこと
がわかる。達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
文化活動は民族




m i n z u
文化活動があまり行われていない所の達斡爾民族
m i n z u
の人々の民族





m i n z u
人ですか。 
  LZ：はい。 
筆者：達斡爾民族












LZ：20 年以上になりました。私の子供も 22 歳になりました。 
筆者：あなたは小さい時には民族
m i n z u
の踊りを踊りましたか。 
LZ：できないです。お姉さんはちょっとできました。彼女のところの達斡爾民族
m i n z u
は（達
斡爾民族




















m i n z u
が集中して住んでいる
チチハルのホランエルギ区から離れたところにいたため、そこでの民族
m i n z u
文化活動に参加し
なかった。そのためか、彼女は民族
m i n z u
文化についても知るところが少なく、民族




m i n z u
集中地域なので、そこを調査することを勧めた。
この勧めから、彼女には、達斡爾民族
m i n z u
人が集中しているところには民族
m i n z u
文化があるという
考え方があることがわかる。達斡爾民族
m i n z u
文化の中心から外れたところに住む達斡爾民族
m i n z u
人
LZ さんの生活に達斡爾民族
m i n z u
文化は強い影響は与えていない。 
 以上、達斡爾民族
m i n z u
文化活動に関するアンケート調査と達斡爾民族
m i n z u
人が集中していないと
ころに住む達斡爾民族
m i n z u
人へのインタビューから、達斡爾民族
m i n z u
文化活動が盛んに行われてい
るところでは、その活動が達斡爾民族
m i n z u
の人々の民族
m i n z u
文化的アイデンティティ形成に大きな
影響を与えている。しかし、民族
m i n z u
人が集中していないところでは、民族
m i n z u
人が民族
m i n z u
文化活動
に参加する機会が少ないため、民族
m i n z u
文化活動が民族
m i n z u
文化的アイデンティティの形成に与え
る影響は弱い。民族
m i n z u
文化活動への参加は、民族
m i n z u
人口集中地域における達斡爾民族





m i n z u
教育 
民族
m i n z u
教育によって民族
m i n z u
の文化が宣伝されたことは、すでに第 2 章の第 2 節の 2 で論じた
が、民族
m i n z u
教育は達斡爾民族
m i n z u
文化的アイデンティティの形成にも大きな影響を与えていると
考えられる。この民族
m i n z u
教育を通じての影響は、学校において民族




m i n z u
学生は、学校教育や学校が組織した民族
m i n z u
文化活動に参加することを通じて、
彼らの民族





m i n z u
ですか。 
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  DM：はい。そうです。 
筆者：達斡爾民族
m i n z u
語ができますか。 
DM：できます。私の故郷では人々は達斡爾民族
m i n z u
語で話します。 
筆者：いつから、自分を達斡爾民族
m i n z u
と意識しましたか。 
DM：達斡爾民族
m i n z u
学校に入った後です。達斡爾民族








m i n z u
はとてもたくさん自分の文化を持っています。達斡
爾民族
m i n z u
もモンゴル民族
m i n z u
のような民族




m i n z u
学校に入った後から、自分が達斡爾民族
m i n z u
であるとの意識を持つよう
になり、学校で達斡爾民族
m i n z u
の歴史に関する書籍を読み、自ら民族
m i n z u
の歴史を理解した。このよ
うに達斡爾民族
m i n z u
学校における民族
m i n z u
教育は、彼女の民族
m i n z u
文化的アイデンティティの形成に一定
の役割を果たした。 
 また、筆者が調査した年の夏休みには 19 歳の高校生であった DM さんは、その年の 9 月
からは大学に進学する予定である。進学後は大学で達斡爾民族
m i n z u
文化活動を開催すると筆者に





m i n z u
の活動に参加して、自分
の民族







m i n z u
―筆者補）人がいっぱいですね。 
DM：モンゴル民族
m i n z u
は偉いですね。大きな民族
m i n z u
です。私たち達斡爾民族
m i n z u
とは違います。
自分の文字を持っています。私たちは小さな民族
m i n z u
です。われわれ達斡爾民族
m i n z u
は文
字がありません。モンゴル民族
m i n z u
の文化もすごいです。私は、大学入学後には（大
学の―筆者補）自分の民族
m i n z u
の人々を集めて、達斡爾民族





m i n z u
学校―筆者注）が組織した
ボランティアを通じて自発的に達斡爾民族




m i n z u
を了解したいとの思いからであるという。この思いも、DM さんが達斡爾民族
m i n z u
学校に
通って受けた民族
m i n z u
教育の結果である。したがって、達斡爾民族
m i n z u
学校の学生たちが民族
m i n z u
教育
を通じて民族
m i n z u
文化的アイデンティティを形成していると判断してよいだろう。達斡爾民族
m i n z u
学校入学後、民族
m i n z u
学校という雰囲気のもとでの民族
m i n z u
文化活動は、達斡爾民族
m i n z u
の学生におけ
る民族
m i n z u
文化のアイデンティティの形成を促進した。民族
m i n z u
の一部若者の民族






m i n z u
の民族
m i n z u
文化的アイデンティティは学者と民族
m i n z u
文化幹部たちが行っ
た民族
m i n z u
文化の収集を通じ、初めて彼らの中に形成された。学者と民族
m i n z u
文化幹部以外の民族
m i n z u
の
人々の民族
m i n z u
文化的アイデンティティは達斡爾民族
m i n z u
の学者と民族
m i n z u
文化幹部たちが刊行した
民族
m i n z u
文化に関する書籍や文章を読むことや、民族
m i n z u
人口集中地域や民族
m i n z u
教育を担う民族
m i n z u
学校
で実施される民族
m i n z u
文化活動に参加することによって形成された。つまり、達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
文化的アイデンティティは学者と民族
m i n z u
文化幹部に発し、ほかの民族






m i n z u
のアイデンティティについて考察を行った。第 1 節では民族
m i n z u
識別活
動が行われる前のダフール人のアイデンティティについて、第 2 節では民族
m i n z u
として識別さ
れた達斡爾民族
m i n z u
のアイデンティティについて考察を行った。 
民族




m i n z u
識別活動の展開に伴って、彼らには新しく民族
m i n z u
というアイデンテ
ィティが形成された。現在、達斡爾民族





m i n z u
としてのアイデンティティがますます強くなっている。識別され
た民族
m i n z u
である達斡爾民族
m i n z u
は、もともとのダフール人が持っていた重層的アイデンティティ
を民族
m i n z u
としてのアイデンティティに単一化している過程にある。 
また、達斡爾民族
m i n z u
人には新たな民族
m i n z u
文化的アイデンティティも形成された。このアイデ
ンティティは最初、達斡爾民族
m i n z u
の学者と民族
m i n z u
文化幹部の中に形成され、現在では、学者と
民族
m i n z u
文化幹部以外の達斡爾民族
m i n z u
人の中にも形成されるに至っている。この、国家によって
創造された民族
m i n z u
名称によって形成された民族
m i n z u
としてのアイデンティティにせよ、民族
m i n z u
の学
者と民族
m i n z u
文化幹部たちによって創出された民族
m i n z u
文化を通じて形成された民族
m i n z u
文化的アイデ
ンティティにせよ、識別された民族
m i n z u
である達斡爾民族
m i n z u
にとっては、全て民族
m i n z u
としてのアイ
デンティティに他ならない。国家によって民族




m i n z u
である達斡爾民族







































 本論文の第 1 章では達斡爾民族
m i n z u
の識別、第 2 章では達斡爾民族
m i n z u
の創造と民族
m i n z u
文化の創出、
第 3 章では達斡爾民族




m i n z u
の識別 
第 1 章は二つの節から成る。第 1 節では、中国の民族
m i n z u
識別工作について検討した。第 2
節では、達斡爾民族
m i n z u
の識別工作について検討した。 
第 1 節では、本論文全体の背景ならびに考察のきっかけとして、中国の民族
m i n z u
識別工作を
検討して、この工作を概論することを試みた。この概論で意を用いたのは、中国の民族
m i n z u
識
別工作の開始の背景と民族
m i n z u
識別工作の作業を明らかにして、民族
m i n z u
識別工作に関する先行研
究によってすでに知られるようになっている民族
m i n z u
識別工作の四つのプロセスのうち、第一
段階に含まれている、中国中央政府からの中央民族
m i n z u
訪問団派遣、少数民族
m i n z u
代表の国慶節へ
の招待、民族
m i n z u
地方での少数民族
m i n z u
幹部の養成、民族
m i n z u
高校の設立、少数民族
m i n z u
の貿易・教育・衛
生に関する調査などの活動が、少数民族
m i n z u
地域において、その後に続く民族








m i n z u
の民族
m i n z u
識別工作について考察を行った。達斡爾民族
m i n z u
識別以前の
ダフール人の民族
m i n z u
識別までの動向、達斡爾民族
m i n z u
として識別されたプロセスに関する考察を
通じて、ダフール人が達斡爾民族
m i n z u
として識別されたことにおいては、中央政府による民族




m i n z u
として識別されなかったであろう。
達斡爾民族
m i n z u
が識別されたことは中央政府とダフール人エリートたちの両方の合力の結果で
ある。どちらか一方でも無くなったら、民族
m i n z u
として識別されることは困難であった。 
この章を通して、筆者は、中国における民族
m i n z u
の創造と民族






m i n z u
の創造と民族
m i n z u
文化の創出 
第 2 章は、達斡爾民族
m i n z u
の創造と民族
m i n z u
文化の創出を扱った。とくに、民族
m i n z u
として識別され
た後の達斡爾民族
m i n z u
の政治的創造と文化の創出について考察を行った。 
第 1 節では達斡爾民族
m i n z u
の政治的創造を論じた。ここでは、文化大革命によって時期を分
かって、前半を 1950 年代から 1960 年代まで、後半を 1970 年代末・80 年代から現在まで
152 
として考察を進めた。民族
m i n z u
として識別された 1950、60 年代、達斡爾民族
m i n z u
は自己の民族
m i n z u
名称
を得て、自己の民族
m i n z u
自治地域を獲得し、大量の民族
m i n z u
幹部を養成する機会を得た。文化大革
命の時には民族
m i n z u
工作は一時停滞したが、1970 年代末から 80 年代の初めのころになって工
作が復活し活発となった。この時期には、民族
m i n z u
工作の中心が変わり、民族
m i n z u
の経済と文化を
建設することが重要な民族
m i n z u
工作となった。このような変化のもと、達斡爾民族
m i n z u
の政治的創
造は一層活発化した。1950、60 年代に果たされた民族
m i n z u
の創造に加えて、自己の自治条例を
制定し、民族
m i n z u
幹部の数を増やし、新しく民族
m i n z u
地域として認定された地点も増えた。つまり、
国家は、達斡爾民族
m i n z u
という名称と、それが存在するための達斡爾民族
m i n z u
の場所を与えたとい
うことである。これらは、達斡爾民族




m i n z u
文化の創出を扱った。上の同じく二つの時期に分けて考察を進めた。1950、
60 年代には、学者たちの研究がさかんに行われた。学者たちの研究によって、民族
m i n z u
文字が
創出され、民族
m i n z u
史が創出され、民族
m i n z u
の伝統が創出された。これが、上に述べた「器」に収
める実体的要素に他ならない。以上の創出された文化は、民族
m i n z u
文化幹部が組織・実行した
民族
m i n z u
文化活動において応用（実用）され、それは今もなお変わらない。民族
m i n z u
文化活動は民族
m i n z u
文化の伝播と認知に大きな役割を果たしている。 
1970、80 年代から現在までの間、民族
m i n z u
文化が次々と創出されたことに伴って、民族
m i n z u
文化
の宣伝工作がさらに活発となり、民族
m i n z u
文化機関が増加した。学校での民族
m i n z u
文化教育も始ま
った。1950、60 年代の民族
m i n z u
文化活動の中心が文化を収集する活動であったことに比べ、こ
の時期の民族
m i n z u
文化活動は、民族
m i n z u
文化の伝播が重要になった。これと軌を一にして、民族
m i n z u
歴
史文化施設の建築が始まった。とりわけ重要なのは、達斡爾民族
m i n z u
文化を専門に研究する機
関である達斡爾学会が達斡爾民族
m i n z u
の各集中地域に設立したことである。達斡爾学会が、今
の達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
文化の創出と宣伝に果たした貢献は巨大である。 
一方、この時期に入ると、学者、民族
m i n z u
文化幹部、知識人が民族
m i n z u
文化を創出するだけでは
なく、民衆が民族
m i n z u
文化活動に参与しはじめた。彼らはインターネット上に「達斡爾論談」
という掲示板を作り、民族
m i n z u
文化の交流を広範に展開するようになった。また、政府が開催
している民族
m i n z u
文化活動にも、民衆が積極的に参加するようになった。 
第 3 節では、創出した民族
m i n z u
文化の伝統化について検討を行った。達斡爾民族
m i n z u
の学者はま
ず、民族
m i n z u
文化の伝統化の基礎になる民族
m i n z u
の歴史を構築した。この上に民族
m i n z u
文化の要素とし
て民族
m i n z u
文学、民族
m i n z u
の祭典、民族
m i n z u
の体育活動、民族
m i n z u
の踊り、民族
m i n z u
の食品を位置づけ、民族
m i n z u
文
化を伝統化した。つまり、1950 年代に達斡爾民族
m i n z u
が識別されてから今日に至るまでの 60
年間を経て、達斡爾民族
m i n z u
は民族
m i n z u
の内実としての民族
m i n z u
伝統文化を持つ民族
m i n z u
となることに成功
したのであった。達斡爾民族
m i n z u
の名称と創出した民族
m i n z u
文化は、達斡爾民族
m i n z u
が自らの存在を他
民族
m i n z u
の人間に向けてだけではなく、自民族
m i n z u
に向けて主張する手段を整えたという点で大き
な意義があると思われる。言い換えれば、達斡爾民族





m i n z u
のアイデンティティ 
第 3 章では、達斡爾民族
m i n z u
のアイデンティティについて検討を行った。 
第 1 節では、ダフール人の書いた文献資料と 1950 年代にはダフール人であった今の達
斡爾民族












m i n z u
識別工作が展開するに伴い、ダフール人幹部の中には民族



















m i n z u
の民族
m i n z u
としてのアイデンティティについて考察を行った。この
達斡爾民族
m i n z u
の民族
m i n z u
としてのアイデンティティには、民族
m i n z u
呼称によって形成した民族
m i n z u
として
のアイデンティティと、民族
m i n z u
文化によって形成した民族
m i n z u
としてのアイデンティティがある。
現在の達斡爾民族
m i n z u
人の 60 代から 10 代までの 8 人全員が達斡爾民族








m i n z u
として識別された後、ダフール人が持っ
ていた複数のアイデンティティは達斡爾民族





m i n z u
としてのアイデンティティへ、②モンゴル人のアイデンティ
ティから達斡爾民族
m i n z u
としてのアイデンティティへ、③少数民族
m i n z u
のアイデンティティから小
少数民族




m i n z u
文化によって形成された民族
m i n z u
としてのアイデンティティを筆者は民族
m i n z u
文化的アイデ
ンティティと呼称している。民族
m i n z u
文化的アイデンティティの形成は、先に達斡爾民族
m i n z u
知識
人と民族
m i n z u
文化幹部の中に起こり、次第に達斡爾民族
m i n z u
知識人と民族
m i n z u
文化幹部以外の民族
m i n z u
の
人々の間にも形成された。達斡爾民族
m i n z u
知識人と民族
m i n z u
文化幹部の民族
m i n z u
文化的アイデンティテ
ィは民族
m i n z u
文化の研究と収集によって形成され、ほかの達斡爾民族
m i n z u
人のアイデンティティは
達斡爾民族
m i n z u
学者の著書と民族
m i n z u
文化幹部の開催した民族





m i n z u
は、ふたつの「そうぞう」の繰り返しが大きく作用している。筆者の研
究で明らかになった過程を単純化して述べよう。中央からの働きかけ（民族
m i n z u
政策・民族
m i n z u
工
作）によって、識別される側は自分たちは何らかの共通性を持った集団である民族
m i n z u
である
と「想像」する。そしてその「想像」を中央政府と識別される民族
m i n z u
側のエリートが識別活
動を通じて「創造」して実現する。このような「想像による創造された共同体」である民族
m i n z u
は、民族
m i n z u
名称と民族
m i n z u
自治地域を有するので、その名称と地域の地理的特性からイメージさ
れる文化的特長を帯びた存在であると「想像」され、学者・知識人・幹部が民族
m i n z u
の歴史・
文化・伝統を「想像」通りに「創造」し、民族
m i n z u
の伝統文化を獲得する。民族
m i n z u
としての名実
ともに想像され創造された。これが民族




m i n z u
とは、
民族
m i n z u
識別をきっかけとして獲得した民族
m i n z u
名称と民族
m i n z u
自治地域、この二つに相応して想像さ
れ創造され伝統化された民族
m i n z u
文化、さらに民族
m i n z u
名称と民族
m i n z u
文化によって形成されている
民族
m i n z u
としてのアイデンティティを持っていると想像する人々が創造した共同体、さらに端
的に言うならば「想像と創造の共同体」である、と定義する。言うまでもなく、「漢民族




m i n z u
の創造は、政府による政策を通じての創造なのではなく、政府による識別を通じ、民族
m i n z u
側の人々が創造した民族
m i n z u
文化を通じての創造なのであるという点と、創造の結果として、
民族
m i n z u
としての実体がそこにあるという点である。 
一方、中国のマジョリティである漢民族




m i n z u
の定義との顕著な差異を明
確にしておけば、民族
m i n z u
自治地域を有しない点が異なることだけは挙げうる。 
このように、本論文で提示した定義は、中国の一少数民族
m i n z u
のみを事例にしたものであり、
マジョリティとしての漢民族
m i n z u
、そして達斡爾以外の少数民族
m i n z u
や、民族
m i n z u
として識別されてい
ない集団をも視座に入れた検討を行っていない以上、広く中国全体の民族




m i n z u
論の完成に向けての出発点を明示していると捉
え、広義の中国の民族
m i n z u
論は今後の筆者に課された課題としておきたい。 
もう一点、筆者が自覚している課題として、ここまでの、中国における民族
m i n z u
、とりわけ
少数民族
m i n z u
の創造に関する研究に基づいて、中国という多民族
m i n z u
国家における国民形成の問題
にも取り組めるのではないかと考えている。なぜならば、多民族
m i n z u
中国における国民の形成
は、国民の形成と、その国民を形成する民族
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m i n z u  
の人々に心から感謝を申し上げねばな
りません。彼らの協力がなければ私の博士論文は完成できなかったでしょう。 
最後に、幼稚園から今まで教え育ててくださった先生方、そして、いつも支えになって
くれた家族、友達に感謝申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
